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国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
９
） 

劉 

玲 

 

本
稿
は
、
中
田
祝
夫
編
抄
物
大
系
（
勉
強
社1

9
7
7

年
）
所
収
の
、

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
（
影

印
本
）
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
。
当
該
抄
物
の
成
立
、
資
料
的
価

値
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三

体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
１
）
」
（
筑
波
大
学
人
文
社
会
研
究

科
『
筑
波
日
本
語
研
究
』
第1

7
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で

は
、
前
記
拙
稿
、
及
び
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写

『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
２
）
」
（
同1

8

号
）
、
「
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と

校
注
（
３
）
」
（
同1

9

号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天

文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
４
）
」
（
同2

0

号
）
、

「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻

刻
と
校
注
（
５
）
」
（
同2

1

号
）
、
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
６
）
」
（
同2

2

号
）
と
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』

翻
刻
と
校
注
（
７
）
」
（
同2

3

号
）
と
「
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
蔵
天
文
五
年
写
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
翻
刻
と
校
注
（
８
）
」
（
同

2
4

号
）
に
引
き
続
き
、
主
と
し
て
、
抄
中
に
引
か
れ
た
漢
籍
及
び
集

成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
に
注
目
し
、
そ
れ
を
で
き
る
限
り
明
記

し
て
、
本
抄
物
を
解
読
す
る
際
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
つ
と
め

る
。
な
お
、
翻
刻
・
校
注
上
の
諸
事
項
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
諸
稿

に
詳
し
い
が
、
要
点
ま
た
前
記
の
諸
稿
に
お
い
て
説
明
し
て
い
な
い

事
項
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。 

一 

翻
刻
の
範
囲
を
底
本
の
二
六
三
頁
か
ら
二
八
八
頁
と
す
る
。 

一 

基
本
的
に
、
原
典
テ
キ
ス
ト
が
写
さ
れ
た
方
形
の
枠
線
の
後
に

置
か
れ
て
い
る
抄
文
の
部
分
を
翻
刻
の
対
象
と
す
る
。
若
干
、
そ

の
枠
線
内
及
び
枠
線
外
の
周
辺
に
書
き
込
ま
れ
た
小
文
字
書
き

の
抄
文
が
存
在
す
る
が
、
影
印
本
で
判
読
し
に
く
い
箇
所
が
多
い

た
め
、
本
稿
で
は
翻
刻
し
な
い
。 

一 

漢
籍
の
引
用
が
見
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
書
名
ま
た
は
篇
目
名
や

章
・
節
の
名
、
作
者
名
に 

 

線
で
記
す
。
例
え
ば
、「
村
云 

ト

チ
エ
モ
讀
也 

才
子
傅
第
三 

岑
參 

南
陽
人 

文
本
之
後 

天
宝
三
年
趙
岳
榜
第
二
人
及
第…

…

」
（
二
六
七
１
）
、
「
山
谷 

茶
詩 

煎
成
車
声
■
羊
腸
」
（
二
八
〇1

1

）
、
「
因
作
悵
別
詩
云 

自
恨
尋
芳
到
已
遲 

徃
年
曾
見
未
開
時…

…

」
（
二
八
一
１
）
な

ど
あ
り
、
ま
た
、「
停
車 

後 

鄧
禹
傳 

養
按 

本
傅
无
注 

後

列
第
六
」
（
二
八
〇
９
）
に
見
る
「
後
」
（
『
後
漢
書
』
を
指
す
）

や
「
後
列
」
（
『
後
漢
書
』
列
傅
）
の
よ
う
に
書
名
が
略
さ
れ
て
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い
る
場
合
も
あ
る
。
少
数
、
明
ら
か
に
漢
籍
か
ら
引
か
れ
て
い
る

が
、
書
名
ま
た
は
篇
目
名
や
章
・
節
の
名
、
作
者
名
な
ど
の
情
報

は
い
っ
さ
い
記
載
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
今
回
、
一
々
原
本
で
確
認
す
る
に
至
っ

て

い

な

い

が

、

「

瀚

堂

典

蔵

数

据

庫

系

統

」

（h
t
t
p
s
:
/
/
ww

w
.
hy

t
u
n
g.

c
n
/

）
、
「
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文

獻
瀚
典
全
文
檢
索
系
統
」（h

t
t
p
:
//
h
a
n
j
i.
s
i
n
ic
a
.
ed
u
.
t
w/

）
、

『
中
国
基
本
古
籍
庫
』（
黄
山
書
社
出
版
）
を
検
索
資
料
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
資
料
に
ほ
ぼ
同
様
な
本
文
が
検
索
で
き
た
場
合
に
、
引

用
の
最
初
の
部
分
に 

 

で
記
す
。
例
え
ば
、
「
桃
云 

我
赴
関

西 

故
園
在
東 

其
相
隔
者
萬
里
路
也 

盖
羨
入
京
使
也…

…

故
園
今
在
灞
陵
西
之
句
同
也
」
（
二
六
七
６
）
の
よ
う
に
、
「
故

園…
…

」
は
こ
の
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
【 
】
内
に
お
い
て
関

連
の
情
報
を
補
う
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、
書
名
な
ど
の
記
し
方
に

つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
三
体
詩
幻
雲
抄
』
を
通
し
て
み
る
室
町
時

代
に
お
け
る
漢
籍
流
布
の
状
況
」（
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
『
日

本
語
と
日
本
文
学
』55

号
）
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
参
照
さ

れ
た
い
。 

一 

前
記
の
検
索
資
料
と
本
抄
物
の
引
用
と
比
較
し
て
、
文
字
や
行

文
の
上
相
違
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
徃
来
鞍
馬
烽

塵
間
十
餘
歳
」
（
二
六
七
３
）
に
つ
い
て
は
に
つ
い
て
は
「
瀚
堂

典
蔵
数
据
庫
系
統
」
（
元
辛
文
房
『
唐
才
子
傅
』
巻
三
）
に
お
い

て
「
十
餘
載
」
と
あ
り
、
「…

…

天
街
両
旁
槐
木 

俗
號
為
槐
衙 

曲
江
池
側
多
栁…

…

」
（
二
七
〇1

5

）
に
つ
い
て
は
「
瀚
堂
典
蔵

数
据
庫
系
統
」
（
『
埤
雅
』
〈
叢
書
集
成
初
編
景
五
雅
全
書
〉
卷

十
四
釋
木
）
に
お
い
て
す
べ
て
「
畔
」
と
あ
る
よ
う
に
、
相
違
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、「…

…

具
躰
人
状 

呼
声
遂
絶 

盖
妖
草
也
」

（
二
七
〇
５
）
に
つ
い
て
は
「
瀚
堂
典
蔵
数
据
庫
系
統
」
（
『
隋

書
』
〈
同
文
書
局
石
印
本
〉
志
・
巻
二
十
三
・
志
第
十
八
・
五
行

下
）
に
お
い
て
は
「
草
妖
」
と
あ
り
、「
太
平
御
覧…

…

或
説 

馬

賣
得
一
疋
帛…

…

」（
二
六
九
８
～
二
七
〇
１
）
に
つ
い
て
は
「
瀚

堂
典
蔵
数
据
庫
系
統
」
（
『
太
平
御
覽
』
〈
四
部
叢
刊
本
〉
巻
第

八
百
九
十
七
・
獣
部
九
・
馬
五
）
に
お
い
て
は
「
馬
死
賣
得
」
と

あ
る
よ
う
に
、
語
順
上
の
違
い
や
誤
脱
と
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
誤
記
や
誤
植
だ
ろ
う
と
こ
ろ
が
あ

り
う
る
が
、
当
時
に
引
か
れ
る
漢
籍
の
底
本
が
ま
だ
明
か
ら
に
し

て
い
な
い
た
め
、
今
回
特
に
改
め
ず
、
底
本
の
通
り
に
翻
刻
す
る
。 

一 

幻
雲
抄
に
集
成
し
て
い
る
五
山
僧
の
諸
家
の
説
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に 

 

線
で
記
す
。
例
え
ば
、
「
故
園―

―

桃
云 

我

赴
関
西 

故
園
在
東 

其
相
隔
者
萬
里
路
也
」
（
二
六
七
６
）
に

お
い
て
は
「
我
赴
関
西…

…

相
隔
者
萬
里
路
也
」
は
「
桃
云
」（
桃

源
瑞
仙
の
説
）
で
あ
る
。
ま
た
、
「
山
行 

遠
上―

―

補
云 

慈

氏 

先
讀
第
二
句 

而
後
讀
第
一
句 

不
可
也
」
（
二
八
〇
５
）

に
つ
い
て
は
、
「
先
讀
第
二
句…

…

不
可
也
」
は
「
補
云
」
（
横

川
景
三
の
説
）
に
お
い
て
「
慈
氏
」
（
義
同
周
信
の
説
）
が
引
か

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
「
補
云
」
並
び
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に
「
慈
氏
」
の
両
方
に 

 

線
線
を
引
く
。
少
数
、
「
桃
云 

或

抄
ノ 

意
ハ 

一
二
之
句 

言
乱
世
昏
暗…

…

」
（
二
七
一
９
）

の
よ
う
に
、
「
或
抄
」
と
は
何
を
指
す
か
知
り
え
な
い
が
、
三
体

詩
の
抄
物
の
一
つ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
、 

 

線
を
引
く

こ
と
に
す
る
。
な
お
、
「
或
曰 

天
子
ニ 

平
安
ヲ
報
ス 

忠
臣

ノ
ナ
リ
ト 
是
ハ 

京
ヲ 

故
園
ト 

ミ
ル
ニ 

ヨ
イ
ソ
」
（
二

六
九
１
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
或
曰
」
と
記
さ
れ
る
の
は
五
山
僧

の
説
だ
ろ
う
が
、
誰
某
の
説
か
直
ち
に
断
定
し
か
ね
な
い
の
で
、

あ
え
て 

 

線
を
引
く
こ
と
に
し
な
い
。
「
或
云
」
や
「
或
説
」

と
記
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

一 

漢
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
形
態
を
重
ん
じ
、
異
体
（
略
体
・

俗
体
を
含
む
）
の
文
字
を
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
ま
ま
写
し
、
ま
た
、

末
尾
の
表
１
に
ま
と
め
る
。
例
え
ば
、
【
參
（
参
）
】
（
二
六
七

１
）
や
【
灵
（
霊
）
】
（
二
七
八
５
）
」
な
ど
。
ま
た
、
□
で
示

し
、
【 

】
内
に
お
い
て
【
「
米*

凵
」
（
幽
）
】
（
二
七
二
３
）
、

【
「
虗*

戈
」
（
戯
）
】
（
二
七
七
９
）
、
【
「
旡+

舛
」
（
舞
）
】

（
二
七
三1

3

）
、
【
「
木+

冖+

友
」
（
愛
）
】
（
二
七
一1

0
）
・

【
「
言*

云+

冄
」
（
講
）
】
（
二
七
一
７
）
の
よ
う
に
示
す
場
合

が
あ
る
。*

符
号
は
そ
の
字
ま
た
は
偏
旁
冠
脚
を
左
右
で
ま
た
は

内
外
で
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
、+

符
号
は
そ
の
字
ま
た
は
偏
旁

冠
脚
を
上
下
で
組
み
合
わ
せ
た
文
字
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
初
出
以
降
は
す
べ
て
通
行
体
に
改
め
、
ま
た
、
末
尾
の
表

２
に
そ
の
通
行
体
を
ま
と
め
る
。
そ
の
他
、
「
今
翻
云
」
（
二
七

〇1
2

）
・
「
扶[

二]
-

佐
天
子[

一]

ト
」
（
二
七
〇1

9

）
な
ど
の
よ

う
に
、
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
い
場
合
は
通
行
体
の
み
で
記
す

が
、
一
々
説
明
せ
ず
、
末
尾
の
表
３
に
ま
と
め
る
。 

一 

合
字
で
は
、
「
〆
」
を
「
シ
テ
」
に
、
「¬

」
を
「
コ
ト
」
に
改

め
る
。
例
え
ば
、「
草
木
之
生
長
シ
テ
」（
二
七
一
３
）
、「
削サ

ク
コ
ト

」

（
二
七
五
４
）
な
ど
。 

一 

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
の
ま
ま
に
写
す
。
そ
の
際
、
漢
字

一
つ
と
仮
名
一
つ
の
場
合
は
、
底
本
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
は
「
々
」

と
「
ヽ
」
で
写
す
。
例
え
ば
、
「
云
々
」
（
二
六
七
４
）
、
「
束

帛 

々
々
為
疋
」
（
二
七
〇
２
）
、
「
シ
ヲ
タ
レ 

ハ
テ
ヽ
ソ
」

（
二
六
七
７
）
な
ど
。
ま
た
、
仮
名
二
つ
以
上
の
場
合
ま
た
は
漢

字
仮
名
ま
じ
り
書
き
で
二
つ
以
上
の
場
合
は
、「
／
＼
」
で
写
す
。

例
え
ば
、
「
ヨ
シ
／
＼
佳
期
カ
ア
ル
ソ
」
（
二
七
〇2

0

）
、
「
倍

ス
／
＼
」
（
二
八
七1

9

）
な
ど
。 

一 

振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
写
す
。 

一 

濁
点
は
少
数
見
え
、
そ
の
ま
ま
写
す
。 

一 

返
り
点
、
一
・
二
点
と
上
・
中
・
下
点
は
、[

レ]

、[

一]

、[

上]

な
ど
の
よ
う
に
［ 

］
に
入
れ
て
記
す
。 

一 
転
倒
符
、
挿
入
符
、
書
入
れ
指
示
に
つ
い
て
は
再
現
で
き
ず
、

行
末
の
【 

】
内
に
お
い
て
説
明
す
る
。 

一 

見
せ
消
に
つ
い
て
は
■
で
示
し
、
【 

】
内
に
お
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
あ
る
。 
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一 

そ
の
他 

・ 

頁
数
は
底
本
の
そ
れ
に
従
い
、
漢
数
字
で
記
す
。
ま
た
、
あ
ら

た
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
記
す
。 

・ 

句
読
点
は
特
に
つ
け
ず
、
底
本
の
朱
点
に
よ
り
一
文
字
分
を
あ

け
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
現
在
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
句
読
点
の

施
し
方
が
異
な
る
場
合
で
も
、
底
本
の
ま
ま
に
し
、
特
に
改
め
な

い
。
そ
の
他
、
破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、

判
明
で
き
な
い
場
合
に
、
通
行
の
テ
キ
ス
ト
を
参
考
す
る
。 

・ 

破
損
や
墨
汚
れ
、
ま
た
は
不
鮮
明
で
あ
る
た
め
、
判
読
で
き
な

い
場
合
に
、
□
で
示
す
。
推
測
さ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
□

の
中
に
入
れ
る
。 

・ 

そ
の
他
の
説
明
事
項
が
あ
れ
ば
、
【 
】
内
に
お
い
て
記
す
。 

 

二
六
三 

【
題
箋
頁
。
内
閣
文
庫
蔵
書
印
あ
る
。
こ
の
頁
か
ら
『
三
体
詩
幻
雲

抄
』
第
三
冊
が
続
く
】 

 

二
六
四 

【
白
紙
】 

 

二
六
五 

綱
目
（
略
） 

 

二
六
六 

【
白
紙
】 

 

二
六
七 

１ 

逢
入
京
使 

岑
參シ

ン 

村
云 

ト
チ
エ
モ
讀
也 

才
子
傅
第
三 

岑
參 

南
陽
人 

文
本

 
 

ノ

之
後 

天
宝
三
年
趙
岳
榜
第
二
人
及
第 

累
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
岑
參
「
逢
入
亰
使
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が

置
か
れ
て
い
る
】
【
「
參
」
左
傍
に
「
サ
ン
」
】
【
參
（
参
）
】
【
讀

（
読
）
】 

２ 

官
左
補
闕 

起
居
郎 

出
為
嘉
州
刺
史 

杜
鴻
漸
表
置
安
西

幕
府 

拜
職
方
郎
中 

兼
侍
御
史 

辭
罷 

別
業
在
杜
陵
【
辭

（
辞
）
】 

３ 

山
中 

後
終
于
蜀 

參
累
佐
戎
幕 

徃
来
鞍
馬
烽
塵
間
十
餘

歳 

極
征
行
離
別
之
情 

城
障
塞
堡 

無
不
経
行 

慱
覽
【
徃

（
往
）
】
【
餘
（
余
）
】
【
慱
（
博
）
】 

４ 

史
籍 

尤
工
綴
文 

属
詞
清
尚 

用
心
良
苦 

詩
調
尤
高 

唐
興
罕[

レ]

見
此
作 

云
々 

５ 
村
云 

吐ト
ツ

蕃ハ
ン

乱

 
 

ル[

二]

関
西

 
 

ヲ[

一]

ホ
ト
ニ 

使
ヲ
ヤ
リ
テ 

和
親
セ
ラ
レ
タ
カ 

今
自[

レ]

吐
蕃
和-

親

 
 

ノ

使

 
 

カ

回
ヲ
云
欤 

岑
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參
為
安
西 

関
西
節
度
使
判
官
時 

途
中
逢
和
親
使
【
「
使
」
字
後

に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
乎
」
。
「
逢
和
親
使
乎
」
に
す
べ
き
】

【
欤
（
歟
）
】 

６ 
故
園―

―

桃
云 

我
赴
関
西 

故
園
在
東 

其
相
隔
者
萬
里

路
也 

盖
羨
入
京
使
也 

故
園
指
京 

与
故
園
今
在
灞
陵
西
之
句

同
【
「
故
園
今
在
灞
陵
西
」
は
唐
王
昌
齡
「
別
李
浦
之
京
」
詩
に
見

る
句
】 

７ 

也 

凡
為
臣
者 
不
忘
君 

故
謂
京
為
故
園
也 

又
故
園
近

京
欤 

言
ハ 

我
ナ
リ
ハ 
シ
ヲ
タ
レ
ハ
テ
ヽ
■ 

故
園
ワ 

コ

イ
シ
イ
ホ
ト
ニ 

泣
ヨ
リ
【
■
「
テ
」
某
字
見
せ
消
】 

８ 

外
ノ
叓
ハ
ナ
シ 

袖
ノ
カ
ワ
ク 
マ
モ
ナ
イ
ソ 

 

龍
鐘
竹

ハ 

竹
枝
垂
地 

シ
タ
レ
タ
ル
ナ
リ
ヲ 
云
ソ 

言
ハ 

年
ノ
ヨ

リ
ナ
ル
者
ノ 

ヨ
ロ
メ
ク
ニ 

譬
ソ
【
叓
（
事
）
】 

９ 

補
云 

岑
在
関
西
望
杜
陵
別
業
也 

又
随
杜
■
在
蜀
時
作
欤 

幻
謂 

前
義
在
関
西
作
可
欤
【
■
某
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
鴻
漸
」
。

「
杜
鴻
漸
」
に
す
べ
き
】 

1
0
 

馬
上―

―

京
ノ 

故
園 

コ
イ
シ
ウ
テ 

東
ニ 

望
テ
イ
タ

処
ニ 

ヨ
イ
便
冝
コ
ソ 

ア
レ 

幸 

京
ヘ
上
ル
人
ナ
レ
ハ 
書

ヲ 

コ
ト
ツ
ケ
タ
【
冝
（
宜
）
】 

1
1
 

ケ
レ
ト
モ 

馬
上
ナ
レ
ハ 

紙
筆
モ 

ナ
シ 

况
我
心
ヲ 

紙
ニ 

書
ス
ル
ナ
ラ
ハ 

百
枚
千
枚
ノ 

紙
ニ
モ 

不
可
書
尽
ホ

ト
ニ 

只
傅
語
【
况
（
況
）
】 

 

二
六
八 

１ 

ヲ 

ス
ヘ
キ
ソ 

２ 

報
平
安 

翰
墨
全
書
甲
集
一 

胡
安
定
公
瑗
布
衣
時 

与

[

レ]

孫
明
復
石
守
道
讀[

二]

書
泰
山[

一]
 

一-

坐
十
年
不[

レ]

皈 

得

 
 

ル
コ
ト
ニ[

レ]

家
問 

上
有
平 

３ 

安
字 

即
投[

二]

之
澗
中[

一]
 
 

不[

二]

復
展
讀[

一]
 

又

全
書
第
三 

温
公
書
儀

 
 

ニ

云 

凡
人
得[

レ]

家
書

 
 

ヲ 

喜
懼
相_

半ナ
カ
ハ
ス 

内-

外 

封[

レ]

平
安
字
不[

レ]

可[

レ]

闕 

使
尊
長
見

之 

則
喜
云
々 

４ 

報
平
安 

有
三
義 

一
義
言
我
久
奉[

二]

使
於
遠
國[

一]
 

与[

二]

故
國
諸
親[

一]

音
信
不[

レ]

通
也 

我
生イ

キ

タ
ヤ
ラ
ウ 

死

タ
ヤ
ラ
ウ 

知
ル
マ
イ
シ
ケ
レ
ハ 

５ 

岑
參
コ
ソ 

平
安
ニ
テ 

無
恙
ト 

傳
テ 

ク
レ
イ
ソ 

村

菴
九
渊
此
義
為
是
【
傳
（
伝
）
】 

６ 

幻
謂 

个
言
万
語
莫
過
平
安
二
字 

故
岑
參
只
以
平
安
傳
語

于
家
也 

■
胡
瑗
意 

亦
如
此
乎
【
■
「
故
」
某
字
墨
消
し
。
「
胡

瑗
意
」
に
す
べ
き
】 

７ 

□
義 
今
自
吐
蕃
乞
和
親
ホ
ト
ニ 

天
下
平
安
ト 

故
園
ノ

人
々
ニ 

ユ
イ
傅
ヘ
ヨ 

此
義
モ 

ヲ
ト
ナ
シ
ヤ
カ 

ナ
レ
ト
モ 
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故
郷
ヘ
ノ 

傅
語
ナ
ラ
ハ 

８ 

妻
子
ニ
コ
ソ 

云
イ
傅
エ
ツ
ラ
ウ 

サ
ア
レ
ハ 

国
家
ノ 

安
危
ヲ 

女
房
ト
モ
ノ 

方
ヘ 

云
イ
叓
ハ 

如
何 

村
云 

此

義
非
也 

９ 

□
□ 
一
義 

言
今
天
子
憂
天
下
安
危 

故
云 

此
使
入
亰 

則
先
須
向
天
子
報
国
平
安 

暗
告
使
者
之
辞
也 

若
不
忠
臣 

不 

1
0
 

出
此
語 

是
謂
亰
為
故
國
之
故
也 

補
云 

此
義
不
可
也 

1
1
 

續
翆
云 

馬
上―

―
此
句 

妙
至
極
也 

憑タ
ノ
ム_

君―
―

今
マ

テ
ハ 

我
無
為
ニ 

来
ト 

天
子
ニ
申
シ
テ 

ク
レ
イ 

知
音
ニ

モ 

云
イ
タ
イ
ソ 

盖
續
翆
説
含
諸
義
也
【
續
（
続
）
】【
翆
（
翠
）
】 

1
2
 

故
園 

桃
抄
云 

京
ヘ 

入
ル
人
ニ 

送
ル
詩
チ
ヤ
ホ
ト
ニ 

我
ノ 

西
ヘ
行
ニ 

故
園
ハ 

東
ニ
ア
リ 
東
ノ 

方
ヲ 

望
ミ

ヤ
レ
ハ 

路
漫
々
ト 

遠
ク 

隔 

1
3
 

タ
リ 

路
ノ 

キ
ハ
メ
モ 

有
マ
イ
ソ 

京
ヘ
上
ル
人
ト 

キ
ケ
ハ 

ナ
ツ
カ
シ
ヤ 

ア
ラ 

コ
イ
シ
ノ 

京
ヤ
ト 
云
心
ア

リ 

此
人
ノ 

行
カ 

■
シ
キ
ソ 

我
カ
【
■
「
義
」
某
字
見
せ
消
、

右
傍
に
「
羨
」
。
「
羨
シ
キ
ソ
」
に
す
べ
き
】 

1
4
 

ナ
リ
ハ 

シ
ヲ
タ
レ 

ハ
テ
ヽ 

故
園
ハ 

コ
イ
シ
キ 

ホ

ト
ニ 

泣
ヨ
リ 

外
ノ 

叓
ワ
ナ
シ 

袖
ノ
カ
ワ
ク 

マ
モ
ナ
イ

ソ 

双
袖
ハ 

イ
ツ
モ 

ヌ
レ 

シ
ヲ
タ
レ
テ 

竜 

1
5
 

鐘
ト
シ
テ 

涙
ノ 

カ
ワ
ク
ヒ
マ
モ 

ナ
シ 

此
故
園
モ 

亰
ヲ 

指
ト
云 

義
ア
リ 

故
園
今
在[

二]

灞
陵
西[

一]

之
句
ト 

同
ト
云
ソ 

天
子
ノ
御
座 

1
6
 

在
ル
ヲ 

臣
下
ハ 

故
園
ト
云
心
ソ 

出
処
分
明
ナ
ラ
ハ 

餘
論
モ 

ナ
イ 

詩
ノ
心
モ 

面
白
ソ 

又
サ
ナ
ク
ト
モ 

故
郷

カ 

京
ノ
方
ニ 

近
キ
ホ
ト
ニ 

1
7
 

京
ヘ 

上
ル
人
ニ 

逢
テ 

故
園
ノ 

コ
イ
シ
キ
ヲ 

云
コ

ト
モ 

ア
ラ
ウ
ソ 

竜
鐘
ハ 

零
落
シ
タ
ル
ナ
リ 

又
龍
鐘
竹
ト

テ 

竹
枝
ノ 

垂[

レ]

地

 
 

ニ 

シ
ヲ 

1
8
 

タ
レ 

タ
ル
ナ
リ
ヲ 

云
ソ 

言
ハ 

年
ノ
ヨ
リ
ナ
ル
者
ノ 

ヨ
ロ
メ
ク
ニ 

譬
タ
ソ 

馬
上―

―

上
ニ 

謂
ツ
ル
ヤ
ウ
ニ 

故

郷
ノ 

コ
イ
シ
キ 

時
分
ニ 

1
9
 
 

京
ヘ 

行
人
ニ 

逢
フ
ホ
ト
ニ 

イ
ヽ
テ 

サ
ラ
ハ 

書
ヲ 

コ
ト
付
ケ
ン
ト 

思
カ 

ナ
ニ
モ 

シ
ヨ
ウ
ハ 

路
次
テ 

馬
上

ナ
ル
ホ
ト
ニ 

紙
モ 

筆
モ 

ア
ラ
ハ
ヤ 

2
0
 
 

只
口ク

チ

テ 

言
付
ヲ 

マ
ウ
サ
ウ
ト 

岑
參
ト
云
者
コ
ソ 

マ

ダ 

ナ
カ
ラ
エ
テ 

イ
キ 

旡
為
ニ 

ア
レ 

故
國
ノ 

親
類
ト

モ
ノ 

方
エ 

エ
テ 

タ
ハ
シ
【
旡
（
無
）
】 

2
1
 

□
也
ト
テ
モ 

我
心
ヲ 

紙
ニ 

書
ス
ル
ナ
ラ
ハ 

百
枚
ニ

モ 

千
枚
ニ
モ 

□
尽
ス
マ
シ
イ 

ホ
ト
ニ 

ナ
カ
／
＼ 

紙
筆

ノ 
ナ
イ
モ 

一
物
チ
ヤ
ソ
ト 

傅
語
【
「
□
尽
」
、
「
尺+

日
」

（
書
）
】 
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二
六
九 

１ 

或
曰 

天
子
ニ 

平
安
ヲ 

報
ス 

忠
臣
ノ
ナ
リ
ト 

是
ハ 

京
ヲ 

故
園
ト 

ミ
ル
ニ 

ヨ
イ
ソ 

又 

龍―
―

ハ 

西
域
ノ

二
□
合
ス
ル 

音
ニ
テ 

竜
【
□
「
士+

巴
」
（
声
）
】 

２ 

鐘
ハ 
癃
ノ
字
ト 

成
ル
ホ
ト
ニ 

癃ツ
カ
レ 

憔
悴
ス
ル
心
ニ

モ 

ナ
ル
也 

３ 

雪
樵
本
曰 

故
園
云
々 

故
園
盖
指
長
安
也 

二
句 

言
岑

參
為
安
西
莭
度
判
官 

而
東
望
長
安 

以
垂
泪
也 

或
岑
在
杜
鴻

漸
【
莭
（
節
）
】 

４ 

幕
下
於
蜀
之
作
也 

龍
鐘
取
於
裴
度
傅
可
也 

松
花
盖
云
□

也 

馬
上
云
々
二
句 

逢
安
西
使 

寄
声
於
家
第
也 

盖

 
 

シ

【
□

「
人+

小
」
（
尓
・
爾
）
】 

５ 

因
和
信
使 

報
我
平
安 

則
語
有
味
也 

又
龍
鐘 

蘇
鶚
演

義
䰐ラ

ン

鬖サ
ン

拉タ
ウ-

搭タ
ウ

之
類 

一
云 

竹
名 

人
老
猶
竹
枝
【
「
䰐
」
左
傍

に
「
髪
乱
皃
」
と
あ
る
】
【
「
拉
」
左
傍
に
「
ク
ツ
ル
」
と
あ
る
】

【
皃
（
貌
）
】 

６ 

葉
揺
曳
不
自
禁
持 

又
詩
粹
云 

龍
鐘 

泪
垂
皃
【
粹
（
粋
）
】 

７ 

和
云 

彤
雲
黯
々
雪
漫
々 

馬
蹙
銀
花
路
未
乾 

遥
想
灞
陵

桃
李
後 

使
君
旌
旗
入
長
安
【
「
後
」
右
傍
「
發
欤
」
と
あ
る
】【
「
旗
」

見
せ
消
、
右
傍
に
「
旆
」
。
「
旌
旆
」
に
す
べ
き
】
【
發
（
発
）
】 

８ 

樵
本
曰 

匹
馬
云
々 

太
平
御
覧
八
百
九
十
七 

風
俗
通
云 

俗
説
馬
比
君
子 

与
人
相
疋 

或
曰 

馬
夜
行 

目
明
【
こ
の
行
ま

で
数
行
間
韓
翃
「
送
客
之
上
黨
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い

る
】
【
黨
（
党
）
】 

 

二
七
〇 

１ 

照
前
四
丈 

故
曰
一
疋 

或
説 

馬
從
橫 

適
得
一
疋 

或

説 

馬
賣
得
一
疋
帛 

或
云 

春
秋
左
氏
説 

諸
俟
相
贈
乘
【
俟

（
侯
）
】 

２ 

馬
束
帛 

々
々
為
疋 

与
馬
之
相
匹
耳
【
「
風
俗
通
云…

…

与

馬
之
相
匹
耳
」
は
「
太
平
御
覧
」
か
ら
引
か
れ
て
い
る
】 

３ 

送
客
之
上
黨 

補
云 

客
何
人
哉 

不
書
姓
名 

恐
不
才
人

乎 ４ 

人
參 

隋
書
五
行
志 

高
祖
時 

上
黨
有
人 

宅
後
每
夜
有

[

二]

人
呼
声 

求
之
不
得 

去
宅
一
里 

伹
所
見
人
參
【
伹
（
但
）
】 

５ 

一
本 

枝
葉
峻
茂 

因
掘ホ

リ_

去
其
根
五
尺
餘 

具
躰
人
状 

呼
声
遂
絶 

盖
妖
草
也 

６ 

官
栁―

―

叓
文
類
聚
後
集
二
十
三 

陶
侃 

鎖[

レ]

武
昌 

性
―

纖-
密 

好-

問 

類[

二]

趙
廣
漢[

一]
 

嘗

課
ヲ
ヽ
セ
テ[

レ]

諸
営

 
 

ニ

種[

レ]
栁 
都-

尉
夏
【
「
鎖
」
右
傍
に
「
鎮
」
。
「
鎮[

レ]

武
昌
」

に
す
べ
き
か
】
【
栁
（
柳
）
】 
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７ 

施
盜[

レ]

官-

栁

 
 

ヲ 

植[

二]

於
己

 
 

カ

門[

一]
 

侃
後_

見 

駐

[

レ]
車
問
曰 

此
是
武
昌
西-

門

 
 

ノ

官-

栁 

何
因

 
 

テ

盜_

来 

此

 
 

ニ

種

 
 

フ 

施
惶
恐
謝
罪 

８ 

雪
本
曰 

官
栁
云
々 

全
萹
言 

清
明
之
後 

栁
色
青
々 

最
可
憐
之
旹
也 

當
此
旹 

曰
日
動
疾
風
甚
雨 

作
上
黨
之
【
萹

（
篇
）
】
【
旹
（
時
）
】 

９ 

□ 

豈
無
労
乎 

然
期
以
人
參
五
葉
斉 

故
未
為
労
也 

盖

人
參
其
葉
難
斉 

々
則
為
竒
遇
也 
故
云
尓
【
竒
（
奇
）
】 

1
0
 

又
佳-

期
字
は 

或
曰 

客
到
上
黨 
必
可
頒
我
於
參 

今
用

之 

為
佳
期
矣 

似
不
穏 

然
松
花
之
解
曰 
佳
期
別
之
【
□
「
角

*

半
」
（
解
）
】 

1
1
 

欤 

盖
有
意
于
醫
民
也 

人
參 

壽
域
方 
作
人
信 

乾
坤

生
意
方 

作
人
言 

見
于
瘧
疾
与
瘰
癧
部
【
醫
（
医
）
】 

1
2
 

或
云 

人
參
五
葉
无
斉 

今
翻
云 

五
葉
斉 

則
盖
因
有
佳

期 

而
人
參
亦
可
斉
之
義 

1
3
 

樵
本
曰 

戦
國
策
曰 

夫
栁
縦
横
顛
倒
植
之
皆
生 

使
千
人

植
之 

一
人
揺
之 

則
無
生
栁
矣 

立
賢
之
道 

何
以 

1
4
 

異
此 

又
况
植
之
之
人
寡 

而
揺
之
之
人
衆
乎 

松
柏
醜
茂 

枽
栁
醜
菀 

詩
曰 

菀
彼
枽
柔 

又
曰 

菀
彼
栁
斯
【
枽
（
桑
）
】 

1
5
 

是
也 

又
中
朝
故
亊
云 

天
街
两
旁
槐
木 

俗
號
為
槐
衙 

曲
江
池
側
多
栁 

亦
號
為
栁
衙 

意
謂
其
【
亊
（
事
）
】【
两
（
両
）
】

【
號
（
号
）
】 

1
6
 

成
行
列 

如
排
衙
也 

今
言
宮
腰
細
痩 

謂
之
栁
腰 

1
7
 

官
栁―

―

渊
云 

官
栁
ノ
面
白
処
ニ
テ 

タ
ニ
モ 

匹
馬
ノ 

旅
ヘ 

カ
ナ
シ
ケ
ニ 

■
ヤ 

風
ノ
ツ
ヨ
ク 

吹
キ 

遶
テ 

暮

雨
ノ 

時
分
ニ
【
「
匹
馬
」
右
傍
に
書
き
入
れ
指
示
あ
り
、
「
匹
馬

ハ 

客
馬
也
」
と
あ
る
】
【
■
「
呪
」
某
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
况
」
。

「
况
ヤ
」
に
す
べ
き
】 

1
8
 

銅
鞮
ヘ
ワ
タ
リ 

ツ
カ
ハ 

北
方
ハ 

物
ス
サ
マ
シ
カ
■
ウ

ス
ソ 

 

題
ノ
上
黨
ノ
叓
ヲ 

ツ
ヨ
ク 

作
ル
詩
也
【
■
「
フ
」
某

字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
ラ
」
。
「
物
ス
サ
マ
シ
カ
ラ
ウ
ス
ソ
」
に
す

べ
き
】 

1
9
 

佳
期 

都
ノ
方
ニ 

御
入
ア
ツ
テ 

為[

二]

大
官[

一]
 

立

身
可[

レ]

扶[

二]
-

佐
天
子

 
 

ト[

一]
 

思
ツ
レ
ト
モ 

運
モ 

ナ
ウ

テ 

上
黨
ノ 

寒
キ 

北
国
ヘ
ワ
タ
ル
カ 

2
0
 

ヨ
シ
／
＼ 

佳
期
カ
ア
ル
ソ 

人
參
ハ 

人
ノ 

薬
ニ
ナ
ル

者
也 

春
山
ニ
テ
採[

レ]

之 

助[

レ]

人
ハ 

京
ニ
テ 

宰
相
ニ

モ 

為
テ 

□[

レ]

不[

レ]

救[

二]

人
民[

一]

人
ヲ
タ
ス
ク
ル
【
□

「
ム+

虫
」
（
雖
）
】 

2
1
 

□
□
國
也 

范
希
文
云 

不[

レ]

為[

二]

良
相[

一]
 

可

[

レ]

為[
二]
良
醫[

一]

之
意
也 

ト
チ
シ
テ
モ 

利[

レ]

人
カ 
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簡
要
也 

三
四
句 

送[

三]

人

 
 

ノ

之[

二]

上
黨

 
 

ニ[

一]

ニ 

 

二
七
一 

１ 

□
□
之 

甚
的
當
也 

 

續
翆
云 

入
銅
鞮
ハ 

風
雨
之
入

銅
鞮
也 

入
字
係
風
雨[

一]

也 

一
義 

入[

二]

蕐
清[

一]

者 

我
入
也
【
「
係
」
「
風
」
間
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
于
」
。
「
係

于
風
雨
」
に
す
べ
き
】
【
蕐
（
華
）
】 

２ 

客
入[

二]

銅
鞮[

一]
也 

佳
期 

今
非[

レ]

謂[

二]

再
會

[

一]
 

謂[

二]

客

 
 

ノ

出
時[

一]

也 
一
ノ
句 

今
出_

□
也 

三
四

句 

言
採[

二]

人
參[

一]
 

学[

二]

長
生
術[

一]
 

可
【
會
（
会
）
】

【
□
「
日*

寸
」
（
時
）
】 

３ 

□[

二]

途
中
辛
苦[

一]

也 

村
義
同
續
翆
也 

斉
ハ 

人
參

ノ 

ヲ
エ
シ
ケ
ル
ヲ 

云
也 

斉
ハ 

草
木
之
生
長
シ
テ 

斉
ク 

ヲ
□
ロ
ウ
ヲ 

云
也 

４ 

補
云 

回
風―
―

寒
□

 
 

ノ

時-

莭 

赴[

二]

上
黨

 
 

ニ[

一]
 

故

有[

二]

疾
風
甚
雨[

一]

也 

期
客
更
在[

二]

人
參[

一]

也 

今
日

縦
雖[

レ]

不[

レ]

用[

二]

于
世 

採[

二]

人
參[

一]

【
□
「
人+

皃
」

（
食
）
】 

５ 

保[

二]

其
壽 

則
他
年
必
為
公
卿[

一]

乎 

人
ハ 

只
壽
命

カ
簡
要
也 

聴
雨
義
云 

保[

レ]

國
者 

為[

レ]

天
子
分
憂
也 

冝[

レ]

施[

二]

活[

レ]

民
醫
【
壽
（
寿
）
】 

６ 
[

レ]

国
之
術[

一]

也 

言
採[

二]

人
參[

一]

者 

意
在[

レ]

醫[

レ]

国
也 

補
云 

聴
雨
義
云
可
也 

 

７ 

補
□
又
云 

或
抄
云 

知
上
黨
有
人
才 

此
義
又
可
乎 

 
 

仁
仲
云 

一
義
別
離
雖
悲 

別

 
 

ニ

有[

レ]

所[

レ]

期 

若
到[

二]

上
黨[

一]
 

必
採[

二]

【
□
「
言*

云+

冄
」
（
講
）
】 

８ 

人
參[

一]
 

分[

レ]

吾
乎 

一
義 

春
山
人
參
五
葉
斉
時 

必
可[

レ]

皈
也 

故
云
佳
期
也 

９ 

東
漸
云 

若
到[

二]

上
黨[

一]
 

与
客
相_

會 

似[

二]

人
參

五
葉
斉[

一]

也 

幻
謂 

非
也 

桃
云 

或
抄
ノ 

意
ハ 

一
二

之
句 

言
乱
世
昏
暗 

1
0
 

三
四
句 

言
能
可
救
民
之
死
也 

盖
自
□
保
重
之
義
也 

然

則
指
天
宝
乱
乎 

韓
翃 

天
宝
中
進
士
也
【
□
「
木+

冖+

友
」（
愛
）
】 

1
1
 

□
□
抄
ノ
心 

今
天
下 

マ
ツ 

ク
■
ヤ
ミ
ニ 

民
ノ
死
ヲ 

可
救
キ
人
ハ 

御
内
ソ 

御
内
ヲ
コ
ソ 

憑
タ
レ 

上
黨
ヘ 

行

シ
ム
コ
ソ 

ヨ
イ
コ
ト
ヨ
【
「
ロ
」
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
ラ
」
。

「
ク
ラ
ヤ
ミ
」
に
す
べ
き
】 

1
2
 

人
參
ヲ
千
採
テ 

能
养
生
セ
ヨ
ソ 

自
愛
保
重
ノ
心
也 

カ

ウ
看
ル
ハ 

天
宝
ノ
乱
ヲ
ハ
シ 

云
ワ
ウ
カ
ナ
リ 

1
3
 

五
葉
斉 

默
云 

凡
草
木 

葉
之
所
生 

一
高
一
低
而
不
斉 

人
參
抽
五
葉
■
於
一
処 

故
云
斉
也 

■
在
城
中
種
徳
【
「
■
於
」
、

「
抽
」
某
字
墨
消
し
。「
人
參
抽
五
葉
於
一
処
」
に
す
べ
き
】【
「
魯
」
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某
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
曽
」
。
「
曽
在
城
中
」
に
す
べ
き
】 

1
4
 

菴
所
見
人
參
如
此
也 

 

或
曰
三
椏
ハ 

三
マ
タ
ニ
シ
テ 

五
葉
也
【
「
木*

亜
」
（
椏
）
】 

1
5
 

和
云 

憭
慓
离
亭
馬
独
嘶 

 

関
河
千
里
盻
銅
鞮 

前
程
更
有

相
思
処 
雲
滿
満
函
関
隴
樹
斉
【
离
（
離
）
】
【
滿
（
満
）
】 

 

二
七
二 

１ 

病
中
遣
妓 

才
子
傅
第
四 

司
空
曙 

字
文
明 

廣
平
人
也 

磊
落
有
竒
才
云
々 

性
耿カ

ウ

介ガ
イ 

不[

レ]

干カ
ヽ
ハ
ラ[

二]

権-

要

 
 

ニ[

一]

に 

家
無
【
こ
の
頁
の
頭
か
ら
こ
の
行
ま
で
司
空
曙
「
病
中
遣
妓
」

詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 

２ 

□
石 

晏
如
也 

甞
病
中
不[

レ]

給 
遣[
二]

其

 
 

ノ

愛
姫

 
 

ヲ

[

一]
 

亦
自
流-

寓
長
沙 

迁-

謫[

二]

江
右[

一]
 

多
結

 
 

フ[

二]

契

 
―

 

ヲ

双
林
に 

暗
傷[

レ]

流-

景
云
々
【
「
双
林
」
左
傍
に
「
出
家
処

也
」
】
【
□
「
詹*

瓦
」
】
【
甞
（
嘗
）
】
【
迁
（
遷
）
】 

３ 

属[

レ]

詞
□-

閑 

終-

萹
調-

暢 

如[

二]

新
花
咲[

レ]
[

一]

日 

不[

レ]

容[

二]

熏
染[

一]

云
々
【
□
【
「
米*

凵
」
（
幽
）
】 

４ 

續
翆
云 

今
ニ
可[

二]

病
死[

一]

ト
云
テ 

遣[

レ]

妓
也 

在
前
目
ハ 

平
家

 
 

ニ

□
タ
ハ
カ
リ
モ
ナ
ク
テ 

在
目
前
也 

死
ス

ル
マ
テ
モ 

一
処
ニ 

可[

レ]

居
ト
【
「
目
」
右
上
に
顛
倒
符
あ
り
、

「
在
目
前
ハ
」
に
す
べ
き
】
【
「
リ
」
「
モ
」
間
右
傍
に
「
テ
」
某

字
墨
消
し
。
「
□
タ
ハ
カ
リ
モ
ナ
ク
テ
」
に
す
べ
き
】
【
□
「
門*

夕
」
（
聞
）
】 

５ 

思
タ
レ
ハ 

今
病
ホ
ト
ニ 

餘
所
ヘ 

ヤ
ル
也 

傷
心
字 

謂
二
之
句
也 

花
ハ 

美
人
也 

ア
ラ
損
也 

幾
多
ノ
金
ヲ 

費

シ
テ 

歌
舞
ヲ 

６ 

人
ニ 

ナ
ラ
ワ
シ
テ 

ヲ
イ
タ
レ
ト
モ 

今
ハ 

遣[

レ]

之

ホ
ト
ニ 

他
人
ノ 

少
年
ナ
ル
カ 

利
ニ
ナ
ル
也 

他
人
ト 

少

年
ト
ワ 

一
ツ
也 

人
間
不
如
意
如
此 

７ 

渊
云 

傷
心
二
字
ハ 

此
題
ニ 

簡
要
也 

目
前 

或
云 

司
空
目
前
也 

或
云 

妓
目
前
也 

正
意
ハ 

司
空
目
前
也 

黄

金
ハ 

銭
也
【
渊
（
淵
）
】 

８ 

補
云 

萬
亊―

―

ワ
カ
イ
時
ハ 

カ
ナ
シ
イ
叓
ハ 

餘
処
ニ 

ア
ル
ト 

ミ
タ
レ
ハ 

年
老 

則
目
前
ニ 

覚
タ
ソ 

キ
ツ
カ
ト 

ウ
ツ
ク
シ
イ 

妓
ニ 

對
シ
テ
【
「
補
云
」
右
傍
に
「
村
云
前
義
同

之
」
と
あ
る
】 

９ 

ア
レ
ト
モ 

用
ニ 

不
立
シ
テ 

眠
也 

万
叓
皆
カ
ナ
シ
ケ

レ
ト
モ 

ト
リ
ワ
ケ
テ 

一
身
憔
悴―

―

也 

少
年
ハ 

他
人
也 

非[

レ]

妓
也 
教ヲ

シ
ヱ

シ
ム 

ノ
点
也 
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1
0
 

對
花
眠 

村
云 

多
病

 
 

ニ
シ
テ 

無[

レ]

遊
興[

一]

ホ
ト
ニ 

花
ヲ 
欲[

レ]

見
ノ 

心
モ
ナ
イ
ソ 

然_

間
妓
女

 
 

ノ 

爵
ト
リ
モ 

イ
ラ
ヌ
ソ 
或
花
指[

レ]

妓
也 

少
年
指
他
人
也
【
「
或
」
「
花
」

間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
説
」
。
「
或
説 

花
指
妓
也
」
に
す

べ
き
】 

 

二
七
三 

１ 

注 

漁
隠―

―

補
云 

勒

 
 

ハ

也
惜 

不
免―

―

家
ヲ
ハ 

ツ

ク
ラ
イ
テ
ハ 

カ
ナ
ワ
ヌ
ソ 

售[

二]

妓
妾

 
 

ヲ[

一]

ハ 

家
ヲ
ハ 

ツ
ク
レ
ト
モ 

又
カ
ナ
ワ
イ
テ 

妓
ヲ
【
「
勒
」
「
也
」
間
挿
入
符

あ
り
、
「
惜
」
右
傍
に
顛
倒
符
あ
る
。
「
勒

 
 

ハ 

惜
也
」
に
す
べ
き
】  

２ 

賣
ル
コ
ト
モ 

ア
ル
ソ 

幻
謂 

售 

韵
會 

宥
韻 
售シ

ウ 

承
咒
切 

説
文 

賣 

去
手
也 

引
詩
賈
用
不
售 

又
價
也 

售

【
韵
（
韻
）
】 

３ 

字
讎
會 

或
賣ウ

ル

妓
妾 

以[

二]

其
價[

一]
 

償[

二]

平
生
未

足[

一]

乎 

又
售
乃
償
之
義
乎 

４ 

補
云 

楽
天
詩
意
ハ 

年
老
ト
モ 

主
人
ハ 

仕
官
シ
テ 

不
帰
シ
テ 

一
処
ニ
モ
イ
ヌ
ソ 

楽
天
句
意
謂 

女
已
嫁[

二]

貴

人[

一]
 

其
人
遠
去
不 

５ 
[

レ]

皈 

只
空
宅
耳 

此
意
非
欤 

 

韵
會 

陽
韵 

愴
字

注 

凄
■ 

又
悽-

愴
悲-

惻 

又
漾
韵
【
■
「
京
」
某
字
見
せ
消
、

右
傍
に
「
凉
」
。
「
凄
凉
」
に
す
べ
き
】
【
凉
（
涼
）
】 

６ 

漁
隠
前
集
廿
一 

漁
隠
曰 

冨
貴
於
人 

造
物
所[

レ]

靳 

自[

レ]

古
以
来 

多
不[

レ]

在[

二]

於
少
年[

一]
 

甞
在[

二]

於

晩
景[

一]
 

若
少
年
冨
貴
者 

非
【
冨
（
富
）
】 

７ 
[

レ]

曰[

レ]

無[

レ]

之 

盖
亦
鮮
矣 

人
至
晩
景
得[

二]

冨

貴[

一]
 

未
免
置[

二]

第
宅[

一]
 

 

售ウ
ツ
テ[

レ]

妓
妾
以
償[

二]

其

 
 

ノ

の
平-

生
所[

レ]

不[

レ]

足[

レ]

者[

一]
 

如[

二]

楽
天
詩
云

[

一]
 

多
少
朱 

８ 

門
鎖
空
宅 

主
人
到
了
不
曾
帰 

司
空
曙
詩
云 

黄
金
用
尽

云
々 

讀
此
二
詩 

使
人
悽
然 

誠
不
必
為
此
也 

９ 

養
按 

毛
韻 

尤
韻 

售 

注 

漢
宣
帝
毎コ

ト
ニ[

レ]

買カ
ウ[

レ]

餅
 
 

ヲ 
所[

二]

従

 
 

テ 

買カ
ウ[

一]

家

 
 

ヘ 

輙ス

_

大ヲ
ヽ
イ
ニ_

讎ウ
ラ
ル 

師
古
曰 

讎

 
 

カ

讀

 
 

ヲ

曰
［
レ
］
售ウ

ル
ト 

 

盖 
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1
0
 

雪
樵
本
曰 

万
叓
云
々
二
句
言 

凡
人
之
処
世 

氣
移
居 

々
移
氣 

故
得
意 

則
對
花
益
添
興 

失
意
則
看
花
却
濺
泪 

今

也
司
空
曙
【
氣
（
気
）
】 

1
1
 

萬
叓
傷
心 

故
雖
花
不
賞
而
眠
也 

盖
指
美
人
也 

三
四
句

之
意 

楽
天
詩 

感
故
張
僕
射
諸
妓
詩
云 

黄
金
不
惜
買
娥
眉 

1
2
 

揀
得
如
花
三
四
枝 

歌
□
教
成
心
力
尽 

一
朝
身
去
不
相
随 

同
也
【
□
「
旡+

舛
」
（
舞
）
】 

1
3
 

雪
樵
本
曰 

案
司
空
曙
傅
云 

家
無
□
石 

晏
如
也 

甞
病

中
不
給 

遣
其
愛
姫 

亦
自
流
寓
長
沙 

迁
謫
江
右 

多
結
契
双

【
「
家
無…

…

流
景
」
は
二
七
二
２
に
同
様
の
引
用
が
見
え
る
】 

1
4
 

林
中
傷
流
景 

寄
□
上
人
詩
云 
柴
門
客
去
殘
陽
在 

藥
圃

虫
喧
秋
雨
頻
【
□
「
日*

柬
」
】 

1
5
 

病
中―

―

萬
亊―

―

村
云 

病
中
ナ
ル
間
タ 

萬
亊
ニ 

就

テ 

不
平
ナ
ル
也 

万
亊
傷[

レ]

心
ナ
ン
ト
云
亊
ハ 

平
生
ハ 

ヨ
ソ
ノ 

亊
ト
コ
ソ 

1
6
 

思
ヘ 

今
ハ 

我
ハ 

病
中
毎
亊
不
平
ナ
ル
間
タ 
我
身
ノ 

上
ニ 

シ
ラ
レ
テ 

目
前
ニ 

ア
ル 

亊
也 

萬
亊
傷
心
ヲ 
愁

ニ 

辛 

1
7
 

苦
也 

多
病
ナ
リ 

ス
ル
ホ
ト
ニ 

身
モ 

ハ
ヤ 

ク
タ
ヒ

レ
テ 

面
白
キ 

興
モ 

ナ
ケ
レ
ハ 

花
ア
レ
ト
モ 

見
ン
ト 

思
■
心
モ 

ナ
ク 

對[

レ]

花
【
■
某
字
墨
消
し
、
右
傍
に
「
フ
」
。

「
思
フ
心
モ
」
に
す
べ
き
】 

1
8
 

眠
テ 

ス
コ
ス
マ
テ
也 

サ
ル
ホ
ト
ニ 

花
ヲ
見
テ 

遊
ヒ 

酒
ヲ 

飲
ミ 

宴
ス
ル
ニ
コ
ソ 

妓
ナ
ン
ト
云 

爵
ト
リ
ナ
ン

ト
ヽ
云
者
ヲ 

置
テ 

1
9
 

歌
ハ
セ
ツ 

舞
ハ
セ
ツ 

ス
レ 

今
ハ 

妓
モ 

無
用
ナ
ル

ホ
ト
ニ 

イ
ト
マ
ヲ 

ト
ラ
セ
テ 

ヤ
ル
ソ 

サ
テ
／
＼ 

此
妓

ヲ
モ 

年
ヲ
サ
ナ
キ
ヨ
リ 

ソ
タ
テ 

2
0
 

立
テ 

色
々 

物
ヲ 

入
レ
テ 

物
ト
モ 

シ
キ
セ 

歌
舞

ヲ 

教
ヘ 

タ
テ
ヽ 

今
イ
ト
マ
ヲ 

ト
ラ
ス
ル
ホ
ト
ニ 

只
一

向
物
ヲ 

入
テ 

シ
タ
テ
ヽ 

2
1
 

時
ノ 

少
年
他
人 

マ
イ
ラ
セ 

ア
ク
ル
ワ 

無[

レ]

曲
也 

為[

レ]

他-

人-

物
ヲ 

入
レ
テ 

マ
イ
ラ
セ
ア
ク
ル
也 

又
義
ハ 

對
花
ハ 

花
ハ 

妓
ヲ
指
テ 

 

二
七
四 

１ 

云
ソ 

□
云 

一
身
ハ 

病
中
ナ
レ
ハ 

憔
悴
シ
ハ
テ
ヽ 

妓
女
ヲ 

出
サ
ン
ト 

ス
ル
カ 

未
タ 

出
シ 

エ
ス
シ
テ 

相

對
シ
テ 

眠
ル
ソ 

對[

レ]

花
ト
ハ
【
□
「
木+

兆
」
（
桃
）
】 

２ 

未
ダ
此
妓
女
ヲ 

我
処
ニ 

置
ク
叓
ヲ 

云
ソ 

３ 

厳
子
安
和
云 

老
思
身
後
及
身
前 

躰
倦
眵
昬
欹
枕
眠 

自

是
無
心
歌
舞
日 

従
教
随
処
楽
芳
年
【
昬
（
昏
）
】 

４ 

□
□
□
蕐
清
宮 

宮
中
有
九
寺 

即
太
常
寺 

司
農
寺 

大

理
寺 
光
禄
寺 

大
府
寺 

大
僕 

鴻
□
寺 

衛
尉
寺 

宗
正
寺

【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
王
建
「
蕐
清
宮
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か

れ
て
い
る
】
【
「
僕
」
「
鴻
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
寺
」
。
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「
大
僕
寺
」
に
す
べ
き
】
【
「
鴻
□
寺
」
、
□
「
月*

戸
」
（
臚
）
】 

 
二
七
五 

 

１ 
□
□
□
太
宗
貞
観
十
八
年
営
建
御
湯 

名
湯
泉
宮 

高
宗
咸

亨
二
年 
名
温
泉
宮 

明
皇
天
宝
六
年 

改
為
蕐
清
宮 

２ 

雪
樵
本
曰 
酒
幔
云
々
二
句
言 

置
百
局
於
湯
所 

故
処
々

皆
設
賣
酒
楼 

雖
宮
前
花
栁
之
間 

侭
垂
酒
幔
也 

盖
横
縫
曰
幕 

竪
縫
曰
幔
也
【
侭
（
儘
）
】 

３ 

内
園
云
々
二
句
言 
凡
瓜
亦
有
其
時 

今
二
月
進
之 

則
非

天
也 

故
譏
之
也 

案 

梁
郭
祖
深
姥
餉
早
春
瓜 

祖
深
報
以
疋

帛
云 

非
常 

４ 

之
理
可
視
也 

樵
本
曰 

記
云 

為
天
子
削サ

ク
コ
ト[

レ]

瓜
者

副ヨ
ツ
ニ
サ
イ
テ

之
巾オ

ホ
フ
ニ

以
絺

 

チ 

ヲ 

為[

レ]

國-

君
者
蕐ナ

カ
ヨ
リ
サ
イ
テ

之
巾
以

[

レ]

□ 

為
大
夫
累ア

ラ
ハ
ニ
ス

之 

士
疐ホ

リ
ヲ
ス
ツ

之
【
□
「
糸*

メ+
厷
」

（
綌
）
】 

５ 

樵
本
曰 

又 

續
漢
書
曰 

牽
牛
星 

荊
美
謂
之
河
鼔 

主

関
梁 

織
女
主
瓜
果
【
鼔
（
鼓
）
】 

６ 

養
謂 

論
語
云 

不サ
レ
ハ[

レ]

時
不[

レ]

食 

□ 

江
煕
云 

謂
生
非[

二]

其
時[

一]
 

若[

二]

冬
李
梅
實[

一]

也 

【
「
不
」
左

傍
に
「
ア
ラ
ヲ
ハ
」
と
あ
る
】
【
□
「
疏
」
字
か
。
左
半
分
が
虫
食

い
か
）
】
【
實
（
実
）
】 

７ 

坡
詩 

辛
苦
驪
山
々
下
土 

阿
房
纔
廢
又
蕐
清
【
廢
（
廃
）
】 

８ 

酒
幔―

―

續
翆
云 

宮
ノ
マ
ワ
リ
ニ 

酒
楼
ヲ 

高
ク
造
ル

也 

百
工
鍛
冶
□
匠
マ
テ 

居
ル
也 

此
句
ニ
テ 

玄
宗
盛
叓
可

見 

一
百
家
は 

皆
酒
【
「
酒
幔
」
右
傍
に
「
酒
楼
縦
幔
」
と
あ
る
】

【
□
「
米+

田
」
（
番
）
】 

 

９ 

屋
也 

花
栁
ノ
ア
ル
処 

皆
官
人
家
也 

内
裏
ノ
中
ニ 

酒

屋
ヲ 

造
テ 

官
人
ト
モ
カ 

是
テ 

人
ヲ 

モ
テ
ナ
ス
也 

内

―
―

玄
宗
能
奪
造
化
權 

况
【
權
（
権
）
】 

1
0
 

世
人
也 

或
云 

藏
酒
之
幔 

一
百
家
也 

又
云 

引
幔
飲

酒
処
也 

横
縫
曰
幕 

竪
縫
曰
幔
也
【
藏
（
蔵
）
】 

1
1
 

□
□
云 

第
二
句
言
ハ 

難
波
ノ
葦
ヲ 

初ハ
ツ

瀬

 
 

セ 

ノ

楓
ヲ 

移
也 

内―
―

水
暖
ホ
ト
ニ 

五
六
月
ノ
瓜
カ 

二
月
ニ 

熟
ス

ル
也 

如
此
天
ヲ 

サ
カ
サ 

1
2
 

マ
ニ
ス
ル
ホ
ト
ニ 

天
下
不
可
久
也 

酒
幔
花
栁 

人
カ
所

致
也 

不
足
言
焉 

村
云 

二
月
瓜
熟 

氣
候
不
正
也 

言
之
者

無 

1
3
 

罪[

レ]

之
謂
乎 

進
瓜
ハ 

始
皇
ノ
瓜
モ 

温
泉
ノ
叓
ナ
レ

ハ 
下
ノ
心
ハ 

ソ
レ
ヲ 

用
諷
唐
帝
也 

1
4
 

二
月―

―

古
註 

按
唐 

慶
善 

石
門 

温
泉
湯
□
監 

々

一
人 

丞
二
人 

掌
湯
池 

官
禁 

防
堰
及
時
粟
芻 

脩
葺
【
□
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「
サ+

寺
」
（
等
）
】
【
脩
（
修
）
】 

1
5
 

調
度 

以
準
供
奉 

凡
湯
所
潤
瓜
蔬 

夏
時
而
熟
者 

以
薦

陵
庿
【
「
凡
」
「
湯
」
間
に
挿
入
符
、
左
傍
に
「
近
」
。
「
凡
近
湯

所
」
に
す
べ
き
】
【
庿
（
廟
）
】 

1
6
 

蕐
清
宮 

此
詩 

■
而
興
也 

外
美
全
盛 

内
譏
奢
侈 

賦

【
■
某
字
墨
消
し
、
「
賦
」
右
傍
に
顛
倒
符
あ
り
、
「
賦
而
興
也
」

に
す
べ
き
】 

1
7
 

陶
陳
題
蕐
清
宮 
殿
角
鐘
殘
立
宿
鴉 

朝
元
帰
駕
望
無
涯 

香
泉
宮
浸
宮
前
水 

未
到
春
時
争
發
花
【
「
陳
」
右
傍
に
顛
倒
符
あ

る
。
「
陳
陶
」
に
す
べ
き
】
【
「
香
泉
宮
」
、
「
宮
」
字
左
傍
に
ヒ
、

右
傍
に
「
空
」
。
「
香
泉
空
浸
宮
前
水
」
に
す
べ
き
】
【
殘
（
残
）
】 

1
8
 

楽
天 

長
恨
歌 

春
寒
賜
浴
蕐
清
池 
温
泉
水
滑
洗
凝
脂 

1
9
 

蕐
清
宮 

王
建
カ 

是
モ 

百
詞
百
首
ノ 

中
也 

寺
前
ト

ハ 

寺
ト 

云
ヘ
ハ 

僧
寺
ト 

ハ
カ
リ 

心
得
ル
ハ 

不
可
也 

宮
中
ニ 

九
寺
ア
ル
ソ 

2
0
 

太
常
寺
等
是
也 

寺
ノ 

寮
伴
寮
ノ 

如
ク
也 

2
1
 

酒
幔―

―

捴
シ
テ 

唐
ニ
ハ 

大
酒
家
カ
必
ア
ル
ソ 
官
人

ト
モ 

自
然
ノ
時
ハ 

此
ニ
テ 

會
ス
ル
也 

賣
酒
楼
ト
テ 
結

構
ナ
ル
酒
屋
カ
【
捴
（
総
）
】 

 

二
七
六 

１ 

多
也 

サ
ル
ホ
ト
ニ 

此
蕐
清
宮
ノ 

中
ニ
ハ 

□
カ
ナ
リ

ト
モ 

酒
家
ノ 

一
二
百
モ 

ア
ル
也 

其
ニ 

幔
幕
ヲ 

引
マ

ワ
シ 

ハ
ル
也 

宮
殿
ノ 

前
ニ
ハ 

２ 

楊
栁 

ミ
タ
レ 

官
寺
ノ 

前
ニ
ハ 

処
々
ニ 

花
サ
キ 

乱
レ
タ
ル
也 

ト
コ
モ 

カ
シ
コ
モ 

ソ
ヽ
メ
キ 

ノ
ヽ
メ
ク
也 

サ
テ 

内
園
ノ 

中
ニ
ハ 

温
泉
宮 

３ 

ト
云
ソ 

湯
沐
ノ 

在
処
ア
リ 

其
湯
ノ
流
レ
ニ 

瓜
園
近

キ 

ホ
ト
ニ 

瓜
モ 

ア
タ
ヽ
カ
サ
ニ 

早
ク 

出
テ
キ
テ 

二

月
中
旬
ニ 

進
也 

４ 

ヤ
ラ 

竒
特
ノ
瓜
ヤ 

神
異
ナ
ル 

イ
カ
メ
シ
イ
亊
ト
モ 

ナ
リ
ト 

上
ニ
ハ 

云
テ 

下
タ
心
ハ 

是
ホ
ト 

奢
テ
ハ 

ナ

ニ
カ 

ヨ
カ
ラ
ウ
ソ 

殊
ニ 

時
ナ 

５ 

ナ
ラ
ヌ 

物
ヲ 

進
ル
也 

二
月
ノ
瓜
ト
云 

叓
ハ 

未
聞

叓
也 

モ
ツ
ケ
ノ
叓
也 

ト
諷
ス
ル
心
也 

註
ニ
引
秦

 
 

ノ

始
皇
ノ 

瓜
ノ 

叓
モ 

此
驪 

６ 

山
テ
ノ 

叓
也 

下
タ
心
ハ 

其
ノ
亊
ヲ
モ 

用
テ 

譏
諷

ス
ル
也 

已
上
村
義
也 

養
謂 

不
時
不
食
之
謂
也
文
見
于
前 

７ 

和
云 

古
城
陰
処
两
三
家 

磚
道
官
橋
尽
野
花 

日
暮
行
人

炊
旅
店 

隔
林
人
賣
邵
平
瓜 

８ 

宣
州
開
元
寺 

同
集
八
句 

杜
牧
題
宣
州
開
元
寺
水
閤 

詩 
季
昌
増
注 

釈
氏
通
鑑
載
玄
宗
開
元
二
十
六
年 

詔
各
郡
建
【
こ
の

行
ま
で
数
行
間
杜
牧
「
宣
刕
開
元
寺
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ

て
い
る
】
【
刕
（
州
）
】
【
閤
（
閣
）
】 
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二
七
七 

１ 

一
寺
□
年 

為
□
曰
開
元
寺 

勝
覧
十
五 

宣
城
郡
開
元
寺 

注
載
杜
牧
六
朝
文
物
草
連
空
之
詩 

不
録
某
歳
某
人
建 

２ 
松
寺―

―

注
沈
傅
師
云
々 

此
集
八
句 

題
宣
州
開
元
寺
水

閤
詩 

六
朝
文
物
草
連
空 

天
淡
雲
開
今
古
同
云
々 

増
注 

３ 

杜
牧
嘗
為
宣
州
判
官 

又
佐
沈
傅
師
宣
州
幕 

幻
謂 

季
昌

注
与
天
隠
註
違 
孰
是 

按
才
子
傅
并
排
韵 

不
【
并
（
並
）
】
季

昌
増
注
開
元
寺
水
閣
詩
開
元
寺
水
閣
詩 

４ 

載
牧
赴
宣
州
之
亊 

才
子
傅
云 

沈
傅
師
表
為
江
團タ

ン

練
府
巡

官
云
々 

此
時
到
宣
州
欤 

未
審 
履
歴 

杜
牧 

太
和
【
團

（
団
）
】 

５ 

末 

自
侍
御
史
出 

佐
沈
傅
師
宣
■
城
幕
云
々 

是
亦
無
再

宣
城
叓 

又
勝
覧
十
五 

寧
國
府
宣
城
郡
名
官
部
【
■
「
州
」
墨
消

し
、
「
宣
城
幕
」
に
す
べ
き
】 

６ 

沈
傅
師
甞
為
観
察
使 

杜
牧
為
判
官
云
々 

是
亦
無
再
来
之

亊 ７ 

養
按 

漁
隠
樷
話
後
集
十
五 

麗
情
集
云 

太
和
末 

杜
牧

自
侍
御
史
出 

佐
沈
傅
師
宣
城
幕 

雅
聞
湖
州
為
浙
西
名
部
【
樷

（
叢
）
】 

８ 

風
物
研
好 

且
多
麗
色 

徃
游
之 

時
刺
史
崔
君 

亦
牧
之

素
所
厚
者 

頗
諭
其
意 

凡
籍
之
名
姓 

悉
為
致
之 

牧 

９ 

殊
不
愜
所
望 

史
君
復
候
其
意 

牧
曰 

頗
得
張
水
□ 

使

州
人
畢
觀 

俟
其
雲
合 

牧
當
間
行
寓
目 

兾
此
際
忽
【
□
「
虗*

戈
」
（
戯
）
】 

1
0
 

有
関
焉 

史
君
大
喜 

如
其
言 

至
日 

兩
岸
觀
者
如
堵 

迨
暮 

竟
無
所
得 

將
罷 

忽
有
里
姥
引
髽
髻
女
年
十
【
「
関
」
右

傍
に
「
閲
」
。
「
有
閲
」
に
す
べ
き
】
【
將
（
将
）
】 

1
1
 

餘
歳 

牧
熟
視
之
曰 

此
真
國
色
也 

囙
使
語
其
姥 

將
致

舟
中 

姥
女
皆
懼 

牧
曰 

且
不
即
納 

當
為
後
期 

吾
【
囙

（
因
）
】 

1
2
 

十
年
必
為
此
郡 

若
不
来 

乃
従
所
適 

因
以
重
幣
結
之 

尋
黃
池
二
州 

皆
非
意
也 

洎
周
墀
入
相 

牧
以
其
素
【
「
尋
」「
黃
」

間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
拜
」
。
「
尋
拜
黃
池
二
州
」
に
す
べ

き
】 

1
3
 

善 

乃
併
上
牋
于
墀 

乞
守
湖
州 

大
中
三
年 

移
授
湖
州

刺
史 

比
至
郡 

則
十
四
年
所
約
之
姝 

已
従
人
三
載
而 

1
4
 

生
二
子
焉 

牧
即
政
之
夕 

亟
使
召
之 

夫
母
懼
其
見
奪
也 

囙
□
幼
以
詣
之 

牧
詰
其
母
曰 

曩
既
許
我
矣 

何
為
適
【
□
「
推

+

乃
」
（
携
）
】 

1
5
 

人 

母
拜
曰 

向
約
十
年 

不
来
而
後
嫁 

々
嫁
已
三
年
矣 

牧
俛
首
曰 

詞
也 

直
強
之
不
祥 

乃
礼
而
遣
之 

囙
為
悵
別
詩

曰
【
俛
（
俯
）
】 

1
6
 

自
恨
尋
芳
到
已
遲 

徃
年
曾
見
未
開
時 

如
今
風
擺
花
狼
藉 

緑
葉
成
陰
子
滿
枝
云
々 

東
坡
將
之
湖
州
戯
【
「
自
恨…

…

滿
枝
」

は
二
八
一
１
に
同
様
に
見
え
る
】
【
遲
（
遅
）
】 
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1
7
 

贈
莘
老
詩
云 

亦
知
謝
公
到
郡
久 

應
怪
杜
牧
尋
春
遲 

□

絲
只
好
對
禪
榻 

湖
亭
不
用
張
水
嬉
【
鬂
（
鬢
）
】 

1
8
 

樵
本
曰 

沈
傅
師 

唐
貞
元
末
年
挙
進
士 

權
徳
輿
門
生
七

十
人 
推
為
顔
子 

1
9
 

注
云 
退
之
園
花
云
々 

漁
隠
前
集
十
六 

唐
語
林
云 

退

之
二
侍
妾 

一
曰
絳
桃 

一
栁
枝 

皆
能
歌
舞 

初
使ツ

カ
ウ[

レ]

初

使
王
庭
湊

 
 

ニ

至
壽
陽
【
「
一
」
「
栁
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に

「
曰
」
。
「
一
曰
栁
枝
」
に
す
べ
き
】
【
壽
（
寿
）
】 

2
0
 

驛
絶
句
云 

風
光
欲[

レ]

動
別[
レ]

長
安 

春
半
□-

城
特-

地

 
 

ニ

寒

 
 

シ 

不[

レ]

見[

二]

園
花
并
巷
栁[
一]

 

馬
頭
惟
有
月
團
々 

盖
寄
意
二
姝 

逮
皈
【
□
「
力*

辶
」
（
辺
）
】 

2
1
 

栁
枝
踰
垣
遁
去 

家
人
追
獲 

故
鎮
州
初
皈
詩
云 

別
来
楊

栁
街
頭
樹 

擺
亂
春
風
只
欲
飛 

惟
有
小
園
桃
李
在 
留 

 

二
七
八 

１ 

花
不
發
待
郎
皈 

自
是
專
□
絳
桃
矣
【
□
「
宀+

竜
」
（
寵
）
】 

２ 

養
按 

七
言
八
句 

李
啇
隠
錦
瑟
詩
季
昌
増
註
曰 

許
彦
周

詩
話
云 

李
啇
隠
錦
瑟
詩
云
々 

昔
令
狐
楚
侍
【
「
養
按
」
右
下
書

き
入
れ
指
示
あ
り
、
「
本
集
」
と
あ
る
。
「
養
按 

本
集 

七
言
八

句
」
に
す
べ
き
】
【
啇
（
商
）
】 

３ 

人
能
弾
此
四
曲 

詩
中
四
句 

盖
状
四
曲
也 

 

或
云 

錦

瑟 

令
狐
楚
妾 

天
隠
註
曰 

前
輩
謂
啇
隠
情
有
所
属 

託
之 

４ 

錦
瑟 

養
謂 

適
怨
清
和 

５ 

漲 

謝
灵
運
沙
賦 

注 

漲
者 

沙
始
起
将
成
■
□
者
也
【
■

「
岐
」
某
字
墨
消
し
、
「
将
成
□
」
に
す
べ
き
】
【
□
「
山*

与
」

（
嶼
）
】
【
灵
（
霊
）
】 

６ 

叓
文
類
聚
後
集
巻
之
十
七 

娼
妓
部 

章
臺
栁 

韓
翃 

少

負[

レ]

才
名 

隣-

居

 
 

ニ

有[

二]

姓[

レ]

李
者

 
 

ノ[

一
の 

毎
将ヒ

キ
ウ

[

二]

娼
妓
栁
氏[

一]

至[

レ]

其
居 

７ 

必
邀
韓
飲 

愈
熟 

栁
每
窺
所
徃
来 

皆
名
人 

囙
乗
暇
語

李
曰 

韓
秀
才
甚
貧 

然
所
与
遊
必
時
賢 

是
必
不
■
【
■
「
也
」

某
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
久
」
。
「
是
必
不
久
」
】 

８ 

困 

冝
假
借
之 

李
具
酒
邀
韓
至 

謂
韓
曰 

公
當
今
名
士 

栁
當
今
名
色 

々
々
配
名
士 

不
亦
可
乎 

遂
命
栁
与
韓 

々 

９ 

辞
之 

栁
曰 

此
豪
者 

昨
暮
具
言
之
矣 

俄
就
栁
皈 

来

歳
成
名 

淄
青
莭
度
使
俟
希
逸
奏
為
従
亊 

以
世
方
【
俟
（
侯
）
】 

1
0
 

擾 

不
敢
以
栁
自
随 

置
■
都
下
三
歳
不
果
迓 

寄
詩
曰 

章
臺
栁 

徃
日
青
々
今
在
否 

縦
使
長
條
似
旧
垂 

也
應
攀
【
■
某

字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
之
」
。
「
置
之
都
下
」
に
す
べ
き
】 

1
1
 

折
他
人
手 

栁
荅
曰 

楊
栁
枝 

芳
菲
莭 

可
恨
年
々
贈
离

別 

一
夜
随
風
忽
報
秋 

縦
使
君
来
豈
堪
折 

後
為
番
將
【
荅

（
答
）
】 
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1
2
 

沙
吒
利
所
劫 

寵
之
専
房 

翃
随
希
逸
入[

レ]

覲
見[

三]

栁

氏
在[

二]

輜シ

□ ヘ
イ 

ノ

中[

一]
 

殆
不[

レ]

勝[

レ]

情 

虞
候
許
俊
曰 

當
為
足
下
致
【
□
「
車*

并
」
】 

 

1
3
 

之 
乃
衣[

レ]

縵-

胡
佩[

レ]

双-

鞬 

従[

レ]

一
騎 

造

[

二]

沙
吒
之
第[
一]

 

伺[

二]

其
出[

一]
 
 

排
闥
大
呼
曰 

将
軍

中
悪
召
夫
人 

僕
侍
辟
易 

遂
陞
堂
挟 

1
4
 

栁
氏
馳
馬
而
至 
時
沙
吒
利
□
寵
殊
等 

翃
惧
禍 

訴
於
希

逸 

希
逸
以
亊
聞
諸
朝 
詔
栁
氏
還
翃
異
聞
集
【
□
「
囙+

心
」（
恩
）
】 

1
5
 

章
臺
栁 

韓
翃 

注 

辟
字 

續
翆
云 

諸
俟
ノ 

公
方
ヘ 

申
シ
テ 

人
ヲ 

我
カ 

属
官
ニ 
ス
ル
ヲ 

云
ソ 

1
6
 

松
寺 

渊
云 

昔
ハ 

鶴
ト 

名
ツ
イ
タ
ル 

妓
女
ト 

此

寺
ニ 

遊
シ
処
也 

臺
殿
影
随
月 

而
高
低
也 

1
7
 

村
云 

月
ノ 

影
モ 

臺
ノ 

高
キ 

殿
ノ 

低
キ 

処
ニ 

随
テ 

面
白 

カ
ワ
ル
物
ヲ
ト 

憶
昔
遊
也 

或
云 
月
ニ 

高

低
ト 

可[

レ]

点 

1
8
 

何
人―

―

渊
云 

為
字
两
儀
也 

一
義 

誰
ト 

共
ノ 
心

也 

一
義 

誰
カ 

為

 
 

ニ
カ

ノ
心
也 

三
四
句
ハ 

言
ハ 

昔
ニ 

ヒ
キ
カ
エ
テ 

只
独
遊
也
■
【
■
「
及
」
某
字
墨
消
し
、
「
只
独
遊

也
」
に
す
べ
き
】 

1
9
 

雪
ハ
溪
ニ 

積
テ 

月
モ 

面
白
ト
モ 

無
曲
也 

漲
ハ 

何
ソ 

沙
ノ 

漲
ト
ハ 

高
也 

雪
モ 

多
積
テ 

高
也
【
溪

（
渓
）
】 

2
0
 

續
翆
云 

為
字
ハ 

サ
ハ 

注
カ 

ア
ル
也 

補
云 

為
字

ハ 

十
六
ノ
ヨ
ミ 

ア
ル
ソ 

村
云 

漲
ハ 

満
也 

或
云 

漲

字 

著
于
浮
字
也 

蓋
非
雪
之
消 

2
1
 

□
□
□
□
□
云 

雪
漲
溪 

如
剡
溪
雪
也 

 

二
七
九 

１ 

松
寺―

―

續
翆
云 

同[

二]

一
鶴

 
 

ノ

栖

 ―
 

ヲ[

一]

寺
ニ
テ
ハ 

禁
制
ナ
レ
ト
モ 

美
人
ト 

同
ク 

双
テ 

月
ヲ
見
タ
シ 

モ
ノ

ヲ
ト 

思
タ 

二
句
妙
也 

２ 

宣
州
開
元
寺 

村
云 

此
開
元
寺
ト
云
ハ 

玄
宗
ノ 

開
元

中
ニ 

州
／
＼
守
護
ニ 

云
イ
ツ
ケ
テ 

ツ
ク
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
也 

日
本
ノ 

安
国
寺
ノ 

３ 

如
シ 

是
ハ 

宣
州
ノ 

開
元
寺
也 

其
国
々
ノ 

開
元
寺

ノ 

中
ニ
テ
モ 

名
和
尚
ノ 

住
持
ナ
ン
ト 

ス
ル
処
ハ 

名
カ 

ア
ル
ソ 

越
州

 
 

ノ

開
元
寺
ハ 

恩 

４ 

断
江
ノ 

住
持
ニ
ヨ
ツ
テ 

人
モ
知
リ
タ
ル
也 

杜
牧
ハ 

以
前
モ 

宣
州
へ
来
ル
カ 

又
後
ニ
モ
来
ル 

此
詩
ハ 

再
来
ノ

時
ノ 
詩
也 

５ 

松
寺―

―

村
云 

此
開
元
寺
ハ 

松
間
ニ 

ア
ル
欤 

松
ニ 

鶴
ハ 

縁
語
也 

此
松
寺
開
元
寺
エ 

曾
テ 

来
リ
シ
時
ワ 

サ
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ル 

面
白
キ 

６ 

美
人
ト 

同
ク 

宿
シ
テ 

ア
リ
シ
時
ハ 

夜
深
ノ 

亊
ナ

リ
シ
ニ 

月
ノ
影
モ 

臺
高
キ 

殿
ノ
低
キ 

処
ニ 

随
テ 

月

ノ 
影
モ 

カ
ワ
リ
テ 

面 

７ 

白
カ
リ
ツ
ル 

物
ヲ
ト 

昔
遊
ヲ 

思
イ
出
ス
也 

例
ノ
杜

牧
カ 

ス
イ
タ
ル
亊
也 

昔
ハ 

如[

レ]

此
コ
ソ 

ア
リ
シ
ニ 

今
ハ 

独
リ
也 
誰 

８ 

カ 

今
如[

レ]
昔
ノ 

我
ヲ 

ナ
ク
サ
メ
テ 

共
ニ 

倚

[

二]

東
楼
柱

 
 

ニ[

一]

ソ 

ヤ
ラ
徒
然
ヤ 

昔
シ
遊
シ
時
ハ 

臺
殿

月
高
低
ナ
ツ
シ
カ 

今
ハ 

正
是
ハ 
即
今
也 

９ 

是
千
山
雪
漲
溪
マ
テ
也 

1
0
 

村
云 

一
二
之
句 

記
昔
遊 

三
四
之
句 

叙[

二]

今
夕

[

一]
 

点
ハ 

為タ
メ
ニ_

倚
ト
ヨ
ミ
テ 

心
ハ 

為ト
モ
ニ

倚
也 

直
作

[

二]

共_

字
之
訓[

一]
 

不
可
也 

正
是
ハ 

即
今
也 

1
1
 

□
□
何

 
 

ノ

人

 
 

ト

共

 
 

ニ
カ

倚

 
 

ン

東
楼 

独
愁
之
時
ハ 

山
モ 
溪

モ 

雪
フ
ル 

正
當
之
時
也 

1
2
 

東
楼
ハ 

村
云 

増
注
ハ 

東
楼
ハ 

宣
州
ノ 

政
所
ノ 

東
ノ
方
ニ 

ア
ル
ト 

遠
ク 

云
イ 

ナ
セ
ト
モ 

其

 
 

レ
ハ 

ア
マ

リ
ニ 

遠
キ
也 

非
也 

只
開
元
寺
ノ 

中

 
 

ニ 

東

 
 

ノ 

1
3
 

方
ニ 

ア
ル
楼
マ
テ
也 

又
州
治
ハ 

政
所
也 

此
牧
詩
ヲ 

慕
テ 

後
ハ
シ 

州
治
ノ 

東
辺
ニ 

楼
ヲ 

建
テ
ヽ 

東
楼
ト 

名
ツ
ク
ル
欤
【
「
所
」
「
也
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
之
叓
」
。

「
政
所
之
叓
也
」
に
す
べ
き
】 

1
4
 

藤
隠
瑣
細 

杜
牧
云
々 

松
寺
曾
同
一
鶴
栖 

盖
其
再
至
之

時 

憶
昔
日
同
栖
之
偶
儷
而
作
也 

日
夜
深
云
々 

亦
是
形
容
當

初 

1
5
 

游
観
之
時
叓
也 

曰
何
人
云
々 

以
言
只
今
誰
人
為
我
同
倚

東
楼
之
柱 

亦
恋
昔
之
偶
儷
之
謂
也 

曰
正
是
云
々 

以
言
只
今

独 

1
6
 

自
倚
柱 

望
見
千
山
雪
霽
之
景 

正
似
當
時
深
夜
同
在
臺
殿

之
上 

共
観
名
月
之
光 

与
彼
溪
漲
白
浪
之
色 

相
為 

1
7
 

高
低
之
景
也 

以
鶴
比
婦
人 

而
言
唐
人
多
以
婦
人 

託
名

於
物 

如
李
啇
隠
錦
瑟 

韓
翃
章
臺
栁 

是
也 

牧
之 

1
8
 

集
以 

有
題
寺
楼
云 

暮
景
千
山
雪 

春
寒
百
尺
楼 

独
登

還
独
下 

誰
會
我
悠
々
【
楼
（
樓
）
】
【
独
（
獨
）
】 

1
9
 

和
云 

陰
々
古
殿
嶺
雲
栖 

鴈
塔
侵
天
樹
影
低 

幽
鳥
数
声

山
色
晩 

寒
泉
載
月
過
前
溪
【
鴈
（
雁
）
】
【
「
和
云
」
は
二
八
〇

４
に
同
様
に
見
え
る
】 

2
0
 

雪
樵
曰
本 

松
寺
云
々
二
句
言 

杜
牧
再
至
宣
州 

重
游
開

元
寺 

則
曾
宿
之
妓 

今
無
■
之 

而
月
影
依
旧
与
臺
殿
倶
高
低
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【
「
曰
」
「
本
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
本
」
右
傍
に
顛
倒
符
あ
る
。

「
雪
樵
本
曰
」
に
す
べ
き
】
【
■
某
字
墨
消
し
、
左
傍
に
ヒ
、
右
傍

に
「
有
」
あ
り
、
「
今
無
有
之
」
に
す
べ
き
】 

2
1
 

耳 
於
月
之
初
出
寺 

則
或
云 

近
水
楼
臺
先
得
月 

向
陽

花
木
易
逢
春 
或
云 

前
峰
月
照
半
江
水 

僧
在
翆 

 

二
八
〇 

１ 

微
開
竹
房 

至
夜
深 

則
或
云 

月
傍
九
霄
多 

或
云 

庭

空
月
色
多 

２ 

樵
本
曰 

何
人
云
々
二
句
言 

今
夜
何
人
与
我
共
倚
東
楼
柱 

盖
昔
所
見
之
月 

可
以
喜 

今
所
見
之
雪 

堪
以
悲
也 

雪
漲 

３ 

字 

雖
雪
消
水
長
之
景 

倶
属
于
雪 
則
可
也 

４ 

和
云 

陰
々
古
殿
嶺
雲
栖 

鴈
塔
侵
天
樹
影
低 

幽
鳥
数
声

山
色
晩 

寒
泉
載
月
過
前
溪 

子
安
【
「
和
云
」
は
二
七
九1

8

に

同
様
に
見
え
る
】 

５ 

山
行 

遠
上―

―

補
云 

慈
氏 

先
読
第
二
句 
而
後
読
第

一
句 

不
可
也 

続
翆
云 

遠
上

 
 

ラ
ン
ト
ス
レ
ハ―

―

是
ハ 

不
上
山

之
詩
也 

有ア
ル
ラ
ン[

二]

人
家[

一]

【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
杜
牧
「
山

行
」
詩
原
典
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 

６ 

是
ホ
ト 

面
白 

山
ヘ
ノ
ホ
ラ
イ
テ
ト 

思
タ 

コ
ヽ
テ 

見
タ
ダ
ニ
モ 

面
白
シ 

マ
シ
テ 

山
上
ワ 

サ
ソ
ア
ル
ラ
ン 

言
小
人
カ 

朝
廷
ニ 

ア
リ
テ 

７ 

我
等
ヲ 

ヨ
セ
ヌ 

只
今
霜
下
ヲ
ハ 

葉
皆
可
落
也 

霜
葉

ハ 

小
人
也 

二
月
花
ハ 

君
子
也 

山
ハ
■
君
ノ
■
象
也
【
■
■

某
字
墨
消
し
。
「
山
ハ
君
ノ
象
也
」
に
す
べ
き
】 

８ 

渊
云 

欲[

レ]

上[

二]

寒
山[

一]
 

則
下

 
 

ニ

有[

二]

石
径

[

一]

之
説 

不[

レ]

可
也 

已
命[

レ]

題
以[

二]

山
行[

一]
 

豈

有[

二]

其
理[

一]

哉 

一
二
句
言 

山
行
之
景
色 

為
愛
楓
葉 

９ 

無[

レ]

故
停
車
也 

 

杜
北
径
詩 

前ス
ヽ
ン
テ

登

 
 

テ[

二]

寒
山

 
 

ノ

重

 
 

ナ
レ
ル
ニ[

一]
 

屢

 
 

／
＼

得

 
 

タ
リ[

二]

飲
馬

 
 

ノ

窟

 
 

ヲ[

一]
 

停
車 

後 

鄧
禹
傳 

養
按 

本
傅
无
注 

後
列
第
六
【
「
径
」
見
せ
消
、
右
傍

に
「
征
」
。
「
北
征
詩
」
に
す
べ
き
】 

1
0
 

村
云 

坐
字 

不
企
之
意
也 

続
翆
義 

無
用
乎 

只
言
触

目
景
耳 

 

補
云 

此
詩
言 

山
険
難 

而
不[

レ]

乗[

レ]

車
也 

能[

レ]

【
「
不
」
「
乗
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
能
」
右
傍
に
顛
倒

符
あ
る
。
「
而
不[

レ]

能
乗[

レ]

車
也
」
に
す
べ
き
】 

1
1
 

山
谷 

茶
詩 

煎
成
車
声
■
羊
腸 

文
選 

魏
武 

苦
寒
行

曰 
羊
腸
阪
詰
曲 

車
輪
爲
之
推 

注
引
呂
氏
春
秋
【
■
某
字
見
せ

消
、
右
傍
に
「
繞
」
。
「
繞
羊
腸
」
に
す
べ
き
】 

1
2
 

九
山
曰
太
行
羊
腸
其
山
盤
紆 

如
羊
腸 

 

白
雲
生―

―

白

雲
生
処 

必
有
人
家
乎 

不
能
上
山
シ
テ 

停
車 
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1
3
 

イ
タ
処
ニ 

不
思[

二]
 

□[

一]
 

楓
ア
ル
ホ
ト
ニ 

賞
之
也 

ワ
サ
ト 

楓
ヲ 

諒
可[

レ]

見
ト
テ
ハ 

不
来
也 

此
義
可
也 

村
義
如
此 

1
4
 

□
□
□
字
坐 

子 

可
著
眼 

欲
登
寒
山
以
尋
仙
境 

則
只

有
一
村
人
家
耳 

不
如
停
車
于
此 

坐
愛
看
楓
林
之
紅
也 

 

二
八
一 

１ 

杜
牧
□
□
因
作
悵
別
詩
云 

自
恨
尋
芳
到
已
遲 

徃
年
曾
見

未
開
時 

如
今
風
擺
花
狼
藉 
緑
葉
成
陰
子
滿
枝 

此
詩
【
二
七
七

1
6

に
同
様
の
詩
が
見
え
る
】 

２ 

同
時
作
也 

停
車―

―

言
坐
愛
所
約
之
女
也 

已
雖
抱
二
雛 

猶
美
於
未
開
花
之
時
也 

此
詩
若
為
悵
別
詩
二
首
之
一 

則 

３ 

有
此
義
乎 

雖
然 

以
山
行
為
題 
豈
有
其
理
哉 

此
説
不

足
取
焉 

或
云 

欲
上
山
而
未
上
之
説 

依ヨ
ル
カ[

二]
停[

レ]

車

[

一]

字

 
 

ニ

乎 

大
山
険 

４ 

者 

難[

レ]

乗[

レ]

車 

小-

山

 
 

ノ

平
者 

可[

レ]

乗[

レ]

車 

小
山 

鹿
苑
寺
舩
岡
山 

乃
可[

レ]

乗[

レ]

車
者
也 

然_

則 

乗

[

レ]

車
上[

二]

寒
山[

一]
 

穿[

二]

石
逕[

一]
 

愛
【
舩
（
船
）
】

５ 

丹
楓
於
白
□
生
処
之
説 

有
何
害
哉 

石
逕
斜

 
 

ナ
ル
ラ
ン 

有

 
 

ラ
ン

人
家
之
点 

不
可
也 

遠
上

 
 

レ
ハ[

二]
―

―  
 

ニ[

一]

石
徑

斜

 
 

ナ
リ

之
点 

可
也
【
□
「
白+

云
」
（
雲
）
】 

６ 

一
句
曰
寒
山 

四
句
曰
霜
枼 

恰
好
也 

遠
ク
上
ト 

云
ホ

ト
ニ 

石
徑
斜
ナ
リ
ト 

云
ソ 

或
云 

蒲
室
疏
云 

棧
道
九
折 

而
車
行
不[

レ]

停
云
々
【
枼
（
葉
）
】 

７ 

此
萹
或
云 

杜
述
不
遇 

遠
上―

―

言
官
途
艱
難 

不
得
進

也 

白
雲―

―

仰
望
皇
居
也 

停
車―

―

言
欲
達
身
於
官 

８ 

位
而
不
得 

猶
如
霜
葉
已
老
也 

雖
然 

其
文
釈
如
花
也 

若
用 

則
才
蕐
未
衰
也 

９ 

黙
雲
云 

曾
見
錢
舜
挙
□
抽
此
詩
中
景
也 

白
雲
処
有
人

家 

々
々
々
下
有
楓
林 

詩
人
停
車
於
山
下 

隔
溪
愛
楓
葉
也

【
「
雲
」
「
処
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
生
」
。
「
白
雲
生

処
」
に
す
べ
き
】
【
錢
（
銭
）
】
【
□
「
尺+

日
」
（
畫
・
画
）
】 

1
0
 

坐 

文
選 

陸
士
衡 

長
歌
行
曰 

体
澤
坐ソ

ヽ
ロ
ニ

自
捐ス

ツ 

善
注 

無
故
自
捐 

曰
坐
也 

済
曰 

体
澤

 
 

ハ 

身
之
光
澤

 
 

ナ
リ 

捐

 
 

ハ

弄

也 
或
云 

坐
字 

猶
言
聊
尓
欤 

1
1
 

遠
上
寒
山―

―

村
義 

言
ハ 

山
ヘ 

遠
々
登
ン
ト
ス
レ
ハ 

石
高
ナ
ル 
徑
テ 

悪
シ 

人
家
ハ 

結
句
峯
頂
ノ 

白
雲
生
ス

ル
ノ 

処
ノ 
絶
頂
ニ 

ア
ル
也 
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1
2
 

石
徑
ノ
難
路
ヲ 

凌
テ 

登
ン
モ 

大
義
也 

縦
イ
上
リ
テ 

看
タ
リ
ト
モ 

只
白
雲―

―

マ
テ
也 

サ
シ
タ
ル
亊
ハ 

ア
ル
マ

イ
ト 

思
テ 

山
下
ニ 

1
3
 

停
車
レ
ハ 

偶
然
ト
シ
テ 

楓
林
ノ
面
白
ヲ 

看
ツ
ケ
テ 

ア
ル
也 
我
ハ 

山
ヘ 

登
ラ
ン
ト
テ
コ
ソ 

此
ヘ
ハ 

来
レ 

更
ニ 

此
楓
ヲ 
愛
セ
ン
為
ニ 

1
4
 

ハ 

不
来
カ 
不
図 

此
面
白
キ 

楓
ヲ 

看
ツ
ク
ル
也 

近
比 

看
亊
哉 

面
白
ヤ
ト 

思
テ 

愛
見
レ
ハ 

二
月
三
月
ノ 

花
ヨ
リ
モ 

猶
霜
【
「
近
比
」
、
比
（
頃
）
】 

1
5
 

葉
ハ 

ウ
ツ
ク
シ
ク 

見
亊
也 

坐
ス
ル
ト 

云
字
ハ 

偶

然

 
 

ト

ノ 

心
也 

何

 
 

ニ

ト
ナ
ウ 

停
車
レ
ハ 

面
白
キ 

楓
林
ア
ル

也 

又
執
イ
ノ 

心
ハ 

養
謂 

1
6
 

執
イ 

恐
ハ 

失
位
乎 

世
間
正
体
ナ
ル 
物
ハ 

ソ
ハ
ニ 

成
テ 

横
出
カ 

□
権
柄
也 

君
子
ハ 

ソ
ハ
ヘ 
成
テ 

小
人

カ 

花
ヲ 

ヤ
ル
也 

又
説
ハ 

此
詩
ハ 

杜
【
□
「
扌*
丸
」（
執
）
】 

1
7
 

牧
カ 

湖
州
テ
ノ 

詩
也 

以
前 

小
女
ニ 

約
シ
テ 
後

ニ 

湖
州
ヘ 

来
レ
ハ 

ハ
ヤ 

所[

レ]

約
ス
ル
女
ハ 

人
ニ 

嫁
シ
テ 

子
ヲ 

二
三
人
持
テ 

年
モ 

深
レ
ト 

1
8
 

モ 

今
時
ノ 

十
七
八
ノ 

小
女
ナ
ン
ト
ヽ
云
ヨ
リ
ハ 

面

白
キ 

処
ア
ル
也 

其
亊
ヲ
モ 

云
也 

是
ハ 

居
呂
仁
カ 

評

也
【
「
ハ
」
「
居
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
「
呂｣

右
傍
に
転
倒
符
あ

る
。
「
是
ハ 

呂
居
仁
カ 

評
也
」
に
す
べ
き
】 

1
9
 

樵
本
曰 

某 

呂
居
仁
詩
部
庫
評
曰 

此
詩
三
四
句
謂 

曽

所
約
小
女 

雖
有
二
雛 

猶
容
色
新
云
々 

詩
釈
皆
不
及
之 

2
0
 

天
英
亦
然 

盖
近
詩
穿
鑿
乎 

2
1
 

樵
本
曰 

遠
上
云
々
二
句
言 

石
径
縈
廽 

擡
頭
見
上 

則

白
雲
生
処
有
山
店
也 

天
英
解
以
坡
詩 

寺
岩
底
千
万
仞 

路

【
「
寺
」
「
岩
」
間
に
挿
入
符
あ
り
、
右
傍
に
「
藏
」
。
「
寺
藏
岩

底
」
に
す
べ
き
】 

 

二
八
二 

１ 

轉
山
腰
三
百
曲 

盖
上
下
雖
異 

具
所
見
同
也 

然
以
第
二

之
句 

為
将
上
寒
山
之
先
攸
覩
之
景
也 

停
車
云
々
【
轉
（
転
）
】

【
覩
（
睹
）
】 

２ 

三
句
言 

霜
葉
勝
花 

故
停
車
至
于
晩
也 

３ 

和
云 

石
桟
崎
嶇
澗
路
斜 

隔
林
茅
屋
是
山
家 

溪
辺
稚
子

騎
黄
犢 

流
水
潺
々
樹
落
花 

子
安 

４ 

寄
山
僧 

或
云 

這
僧
浄
土
宗
也 

此
萹
當[

二]

山
僧[

一]

而
作 

皈
題
格
也
【
こ
の
行
ま
で
数
行
間
張
喬
「
寄
山
僧
」
詩
原
典

テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
て
い
る
】 

５ 

才
子
傅
第
十 

張
喬
隠
居
九
蕐
山 

池
州
人
也 

有
高
致 

十
年
不
窺
園
以
苦
学 

詩
句
清
雅 

逈
少
其
倫 

當
時
東
南 

６ 
多
才
子 

如
許
棠 

喩
垣
之 

劇
燕 

呉
罕 

任
濤 

周
繇 

張
蠙 
鄭
谷 

李
栖
与
喬 

亦
称
十
哲 

倶
以
韻
律
馳
声
【
「
栖
」

「
与
」
間
に
挿
入
符
、
右
傍
に
「
遠
」
。
「
李
栖
遠
与
喬
」
に
す
べ
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き
】 

７ 

鄭
谷 

雲
臺
編 

久
不
得
張
喬
消
息
云 

天
末
去
程
孤 

■

沿
淮
復
向
呉 

乱
离
何
処
甚 

安
穏
到
家
無 

樹
尽
雲
离
【
■
「
浴
」

某
字
墨
消
し
、
「
沿
淮
復
向
呉
」
に
す
べ
き
】 

８ 

野 
檣
稀
月
滿
湖 

云
々 

 

二
八
三 

１ 

大
道―

―

續
翆
云 
本
来
大
道
ハ 

市
モ 

山
モ 

俗
モ 

真
モ 

狸
奴
白
牯
ニ
モ 
染
マ
イ
者 

ナ
ニ
ト
テ 

白
雲
ト
共
ニ 

相
約
シ
テ 

イ
タ
ソ 

学
蓮
者 

２ 

刻
漏
欤 

 

其
遠
公
ハ 

見
解
低ヒ

ク
イ

者
也 

俗
ヨ
リ 

云
タ

カ 

面
白
ソ 

３ 

渊
云 

權
大
乗
ハ 

法
相
宗 

三
論
宗
也 
實
大
乗
ハ 

天

台
宗 

蕐
厳
宗 

真
言
宗
也 

大
道
本
無
佛 

有
何
■ 

本
無
衆

【
■
「
梧
」
字
見
せ
消
、
右
傍
に
「
悟
」
。
「
有
何
悟
」
に
す
べ
き
】 

４ 

生 

有
何
迷 

黄
蘖
殺
母 

丹
霞
焼
佛 

是
敎
外
大
道
也 

然
則 

居
市
亦
得 

居
山
亦
得 

何
与
白
雲
心
期
哉 

白
雲
【
敎

（
教
）
】 

５ 

得エ
ン―
―

雲
ハ 

ナ
ニ
カ 

人
ト 

期
ヲ 

結
心
ハ 

ア
ラ
ウ

ス
ソ 

遠
公
ハ 

殊
勝
ナ
レ
ト
モ 

愚
痴
也 

浄
土
宗
小
乗
也 

道
在[

二]

行
住
坐
卧
【
「
得
」
字
左
傍
に
「
ウ
ル
」
】
【
卧
（
臥
）
】 

６ 

之
処

 
 

ニ[

一]
 

何
少
礼
賛
哉 

此
僧
似
遠
公
也 

或
点 

那

得

 
 

ン[

二]

有-

心

 
 

ヲ以

テ

期

 
 

ス
ル
コ
ト
ヲ

［
一
］ 

幻
謂 

不
可
也 

７ 

村
講
云 

分[

二]

朝-

市
山-

林

 
 

ヲ[

一]
 

則
有[

二]

所
染

[

一]

也 

此

 
 

ノ

僧 

無-

心
与
無[

レ]

雲
同 

何
必
帰[

レ]

山
哉 

此
僧
向-

上

 
 

ニ

進[

レ]

歩

 
 

ヲ

也 

昔
遠
公
刻[

二]

蓮
【
「
無-

心
」
右

傍
に
「
旡[

二]

心
に
期[

一]

ソ
」
】
【
「
同
」
「
何
」
間
に
挿
入
符
、

右
傍
に
「
也
」
。
「
同
也
」
に
す
べ
き
】 

８ 

漏[

一]
 

礼[

二]

六
時[

一]

者 

可[

レ]

謂
有[

二]

所
染

[

一]

也 

言
僧
優[

二]

於
遠
公[

一]

遠
矣 

９ 

聴
雨
義 

那
字 

有[

二]

抑
下
之
意[

一]
 

這
僧
皈
山
者 

小
乗
禅
也 

為
可
咲
焉 

1
0
 

桃
云 

大
道―

―
 

一
箇
無
心
閑
道
人 

有
時
孤
峯
頂
上 

盤
結
草
菴 

有
時
十
字
街
頭 

灰
頭
土
面 

大
恵
云 

住
徑
山 

1
1
 

一
千
七
百
衆
囲
繞 

亦
只
如
是 

編
管
在
衡
州 

亦
只
如
是

也 
然_

則 

何_

必
与
白
雲
相_

期
哉 

三
四
句
与
渊
義
同 

遠
公 

1
2
 

逢
仏
□
那
舎
尊
者
ヲ 

カ
シ
イ 

問
荅
ヲ
シ
テ 

恥
ヲ 

カ

イ
タ
ソ 
一
義 

一
二
句 

美[

三]

山-

僧

 
 

ノ

到

 
 

コ
ト
ヲ[

二]

無-

心-
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地[

一]
 

三
四
句
美[

二]

有[

レ]

脩
有[

レ]
 

證
【
□
「
馬*

犬
」

（
駄
）
】 

1
3
 

盖
山
僧
徳
似
遠
公
也 

此
義
不
可
也 

1
4
 

補
云 

此
詩
有
三
義
也 

一
義
云 

一
二
句
言
此
僧
無
心 

三
四
句
言
此
僧
雖[

レ]

到[

二]

無
心
地[

一]
 

猶
被
小
乗
縛
也 

猶
字 

抑
下
之
意 

1
5
 

也 

東
坡
贈
道
潜
詩 

猶
嫌
剃
髪
有

 
 

ル
コ
ト
ヲ[

二]

詩-

斑[

一]

之
意
也 

言
已
無
心 

則
何
必
隔
朝
市
山
林
也 

已
喜
禅-

心
無

[

二]
 

1
6
 

別

 
 

ノ 

語コ
ト 

尚
嫌
剃
髪
有

 
 

ル
コ
ト
ヲ 

[
二]

詩
斑[

一]
 

詩
斑
ト

ハ 

為

 
 

メ
ニ[

二]

作[

レ]

詩
苦

 
 

ノ 
[

一]
 

而
髪_
白
也 

道
潜
本
為

[

二]

禅
者[

一]
 

故
知

 
 

テ[

二]

逢

 
 

リ

必
別

 
 

ノ_

初
タ
ル
ノ 

1
7
 

理[

一]
 

而
無[

二]

惜[

レ]

別
之
語[

一]
 

是
尤
可
喜
也 

然

 
 

レ
ト
モ 

彼
為[

レ]

吟[

レ]

詩
而
髪_

白
者 

我

 
 

カ

所[

レ]

嫌
也 

坡
集
十
九
与
道
潜
留
別
之
詩
也
【
「
彼
」
右
傍
に
某
字
あ
る
】【
「
我
」

右
上
に
「
坡
」
。
「
我
」
は
「
坡
」
即
ち
東
坡
を
指
す
意
か
】 

1
8
 

一
義 

聴
雨
云 

此
僧
高
於
遠
公
也 

吾
美
此
僧 

抑
遠
公 

裏
比
此
僧
於
遠
公
也 

一
義
一
二
句 

凡
言[

二]

無
心
高
僧[

一]

也 

不[

レ]

指[

二]

【
「
凡
」
右
上
に
「
捴
論
」
と
あ
る
】 

1
9
 

此
僧
也 

三
四
句
始
言
此
僧
也 

盖
抑
之
也 

幻
謂 

此
義

可
欤 

2
0
 

養
按 

玉
海
巻
第
十
一 

漏
刻
部 

引
李
肇
國
史
補
云 

越

僧
灵
澈
取
銅
葉
製
器 

為
蓮
花
漏 

置
盆
水
之
上 

2
1
 

底
孔
漏
水
半
之 

則
沈 

毎
昼
夜
十
二
沈 

為
行
道
之
節 

 

二
八
四 

１ 

坡
詩 

病
貪
贈
茗
浮
銅
葉 

□
注 

以
銅
造
葉 

状
以
為
茶

盞 ２ 

大
道―

―

趙
曰 

皈
題
格 

主
那
得
心
期 

第
一
句
言 

大

道
本
来
不
分
朝
市
山
林 

二
句
言 

雲
出
旡
心 

何
与 

３ 

僧
期
哉 

三
句
言 

山
僧
向
上
進
歩 

如
遠
公
未
离
修
行
地 

大
道
在
聖
不
増 

在
凡
不
减 

不
有
不
食 

不
去
不
住
【
减
（
減
）
】 

４ 

不
関
語
言 

不
随
方
圓 

旡
由
認
蹤
跡 

那
肯
受
染
汚 

朝

市
ト
山
林
ト 

旡[

二]

分
別[

一]
 

如
雲
旡
心
也 

山
僧
ハ 

与

【
蹤
（
踪
）
】 

５ 
[

レ]

雲
斉
也 

■
■
如[

三]

雲
旡[

一]

心
期[

一]

也 

遠
公

ハ 

愚
痴
々
々
ト
シ
タ
ル 

者
也 

念
佛
申
シ
テ 

ヲ
ル
ハ 

ソ

ク
ハ
ク
ノ 

所
染
也 

未
离
修
行
地
者
【
■
■
「
心
田
」
某
二
字
墨

消
し
、
「
如[

三]

雲
旡[

一]

心
期[

一]

也
」
に
す
べ
き
】 

６ 

也 
心
田
云 

一
萹
皆
山
僧
ノ
叓
ソ
ト 

那
字
ハ 

ヘ
サ
へ

タ 

雲
ハ 
ト
コ
ニ 

有[

二]

心
期[

一]

ソ 

此
僧 

山
エ 

皈
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テ 

念
仏
申
ス
ハ 

所
染
ソ 

独
ノ 

７ 

字
与
那
ハ 

ヘ
サ
エ
字
也 

８ 
或
云 

九
蕐
僧
也 

隔
城
市 

招
不
来 

故
有
此
詩 

即
蕐

山
作
也 

９ 

大
道―

―

村
義 

此
詩
ハ 

チ
ツ
ト 

法
門
ヲ 

云
也 

寄

[

レ]

僧
ニ 
ホ
ト
ニ 

カ
ウ
云
ソ 

此
吾
大
道
ト 

云
モ
ノ
ハ 

元
来
全
ク 

不[

レ]
住[

二]

著
於
物[

一]
 

1
0
 

旡
心
旡
念
ナ
ル
也 
如[

レ]

其
山
中
ノ 

白
雲
モ 

ト
コ
ニ 

有[

二]

心
期[

一]
 

ア
ソ
コ
ニ
ハ 

居
ス 

コ
ヽ
ニ
ハ 

居
マ
イ

ト 

定
テ 

一
処
ニ 

住
著
シ 
物
ニ 

染
マ
ル 

1
1
 

叓
ハ
旡
ソ 

白
雲
亦
猶
如
大
道
也 

是
レ
ハ 

山
僧
ノ 

向

上
ノ 

田
地
也 

昔
遠
公
ハ 

独
リ 
区
々
ト
シ
テ 

刻[

レ]

蓮

漏
を[

一]
 

昼
夜
六 

1
2
 

時 

念
仏
マ
ウ
シ
テ 

脩
行
ス
ル
也 

是
マ
コ
ト
ニ 

小
乗

之
相
也 

1
3
 

樵
本
曰 

査
云 

大
道
云
々 

言
触
物
随
分 

而
有
染
有
浄 

未
至
于
大
道 

在
酒
肆
媱
房 

而
無
所
染 

即
是
真
大
道
也 
文

殊 

1
4
 

三
処
度
夏
之
類 

是
也 

所
謂
無
所
染
者 

那
与
白
雲
有
心

期
哉 

遠
公
刻
漏 

礼
六
時 

是
有
所
染
者 

甚
可
陋
也 

1
5
 

樵
本
曰 

恵
遠
所
礼 

与
六
時
礼
讃 

異
也 

晨
朝
者 

隋

彦 

増
製
之 

其
讃
云 

法
藏
因
弥
遠 

極
楽
果
□
深 

異
【
□

「
不*

辶
」
（
還
）
】 

1
6
 

珎
參
作
地 

衆
宝
間
時 

為
林
蕐
開
希
有
色
波 

揚
實
相
音 

何
當
無
受
乎 

一
遂
徃
生
心 

又
白
日
中
之
讃 

唐 

1
7
 

善
道
悉
製
之 

日
中
者 

拠
観
経
文 

日
没
者 

拠
大
経
文 

十
二
光
佛 

初
夜 

拠
天
親
浄
土
論 

中
夜 

拠
龍
樹
十
二
礼 

后
夜 

又
拠
大
経 

1
8
 

樵
本
曰 

恵
遠 

鴈
門
賈
氏 

少
為
儒
生 

博
極
群
書 

常

与
弟
恵
持
造
安
師
■
下 

聞
出
世
間
法 

而
恱
之 

歎
曰
【
「
安
」

「
師
」
間
に
挿
入
符
、
右
傍
に
「
法
」
。
■
「
度
」
某
字
見
せ
消
、

右
傍
に
「
席
」
。
「
法
師
席
下
」
に
す
べ
き
】
【
恱
（
悦
）
】
【
歎

（
嘆
）
】 

1
9
 

九
流
特
粃
糠
耳
云
々 

明
教
恵
遠
影
記
曰 

大
塊
噫
氣 

六

合
清
氣 

遠
公
之
名
聞
也 

四
海
秋
色
神
山
中 

聳
遠 

2
0
 

公
之
清
高
也 

人
龍
僧
鳳 

長
揖
巢
許
遠
公
風
軌
也 

白
雲

丹
壑
玉
樹
瑶
草 

遠
公
栖
處
也
【
巢
（
巣
）
】 

2
1
 

佛
祖
統
紀
二
十
七 

善
導 

不
知
何
処
人
也 

唐
太
宗
正
観

中
西
河
綽
禅
師 

九
品
道
場 

講
誦
観
経 

大
喜
曰 

此
真
入

【
「
中
」
「
西
」
間
に
「
見
」
。
「
正
観
中
見
西
河
綽
禅
師
」
】 

 

二
八
五 

１ 

佛
之
精
要 

修
餘
行
業 

迂
僻
難
成 

長
安
道
族 

傳
授
浄

土
法
門
者 

不
可
勝
数 

従
其
化
者 

至
有
誦
弥
陀
経
十
万
至
十

【
「
十
万
至
十
」
は
「
十
万
至
五
十
万
」
に
す
べ
き
か
】 

２ 

万
巻 
云
々 

念
佛
日
課
万
声 

至
十
声 

云
々 

後
忽
謂
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人
曰 

此
身
可
厭 

吾
將
西
皈 

乃
登
栁
樹
向
西
願
曰 

願
佛
接

我 

菩
【
「
十
声
」
は
「
十
万
声
」
に
す
べ
き
か
】 

３ 
薩
助
我 

令
我
失
正
念 

得
身
安
養 

言
已
投
身
自
絶 

高

宗
知
其
念
佛
出
光
明 

舎
身
精
至 

賜
号
子
曰
光
明
【
「
令
我
失
正

念
」
は
「
令
我
不
失
正
念
」
に
す
べ
き
か
】 

４ 

樵
本
曰 
慈
雲
浄
土
畧
略
傳 

阿
弥
陀
佛
化
身 

至
長
安
聞

滻
水
声
曰 

可
敎
念
佛 

三
年
滿 

長
安
城
皆
念
佛 

後
有
法
照

師 

即
善
導
和
上
也
【
畧
（
略
）
】 

５ 

樵
本
曰 

又
瑞
應
傅
云 

善
導
姓
朱 

泗
州
人
也 

云
々 

至
綽
禅
師
所
問
曰 

念
佛
實
得
徃
生
否 

師
荅
曰 

若
辨
一
蓮
花

行
道 

６ 

七
日
不
萎
者 

即
得
徃
生
云
々 
冩
弥
陀
経
十
巻
十
万
巻 

画
浄
土
変
相
三
百
鋪 

所
見
塔
庿 

無
不
修
葺 

佛
法
東
行
【
冩

（
写
）
】 

７ 

未
有
禅
師
之
盛
矣 

樵
本
曰 

又
統
紀
二
十
八 
曇
□
初
為

術
斈 

就
陶
隠
居
得
仙
経 

還
洛
下 

遇
菩
提
流
支 
問
曰
【
□

「
亦+

鳥
」
（
鸞
）
】
【
斈
（
学
）
】 

８ 

佛
道
有
長
生
乎 

支
咲
曰 

長
生
不
死 

吾
佛
道
也 

即
授

以
観
経
曰 

能
解
此 

則
三-

界
無
復
生 

六
道
無
復
轉 

師
承 

９ 

其
語 

遂
焚
毀
仙
経 

昼
夜
専
誦
観
経 

修
三
福
業 

観
想

九
品 

北
魏
主
嘉
之
號
神
鸞 

敕
住
汾
州
玄
中
寺 

1
0
 

一
夕
正
持
誦 

見
梵
僧
入
室 

謂
曰 

吾
龍
樹
也 

以
汝
有

浄
土
之
念 

故
来
見
汝 

鸞
曰 

何
以
教
我 

僧
曰 

已
去
不
可

及 

未
来 

1
1
 

不
可
追 

見
在
今
何
在 

白
駒
難
与
回 

言
訖
不
見 

鸞
即

令
弟
子
同
音
唱
佛 

西
向
瞑
目
而
化 

1
2
 

樵
本
曰 

道
綽 

入
壁
谷
玄
中
寺 

曇
鸞
之
旧
居
也 

専
志

念
佛 

日
以
七
万
徧
為
度 

勧
并
汾
人 

念
佛 

或
以
豆
記
所
度 

1
3
 

者 

及
萬
解 

四
月
八
日
集
道 

俗
為
如
来
生
朝
慶
會 

俄

見
鸞
空
中
乗
七
宝
舩 

謂
綽
曰 

汝
浄
土
堂
宇 

已
成 

衆
復
見 

1
4
 

化
佛
菩
薩 

飄
々
在
空 

皆
忻
仰
歎
異 

同
志
道
撫
者 

毎

相
見 

必
指
浄
土
為
會 

綽
亡
三
日 

撫
聞
之
曰 

吾
常
期
先 

1
5
 

行 

今
乃
在
後 

吾
加
一
息
之
功 

見
佛
可
追
矣 

即
於
像

前 

叩
頭
陳
露 

退
就
其
座
而
化 

1
6
 

樵
本
曰 

愚
案 

蓮
社
有
十
八
賢 

此
外
百
二
十
三
人 

其

可
見
者 

三
十
七
人 

陸
修
静
其
一
也 

陶
潜 

謝
灵
運 

范
寗 

不
入
■
【
■
某
字
墨
消
し
。
「
不
入
社
賢
也
」
に
す
べ
き
】 

1
7
 

社
賢
也 

1
8
 

雪
樵
本
曰 

又
法
照
号
后
善
導
四
月
六
日 

至
五
臺
山
佛
光

寺
見
石
門 

青
衣
二
童
子 

歳
可
九
歳 

一
名
善
財 

一
名
難 

1
9
 

陀 

相
■
引
入
門 

行
北
五
里 

見
一
金
門 

号
大
垩
竹
林

之
寺 

方
圓
廿
里 

内
有
一
百
二
十
院 

法
照
拝
見
文
殊
普
【
■

某
字
墨
消
し
、
「
相
引
入
門
」
に
す
べ
き
】
【
垩
（
聖
）
】 

2
0
 

賢
坐
師
子
座 

左
右
有
萬
二
千
菩
薩 

文
殊
對
法
照
勧
念
佛

三
昧
之
門
云
々 

是
唐
代
宗
大
暦
五
年 

當
本 

2
1
 

朝
平
城
宝
亀
十
一
年 

佛
滅
後
一
千
七
百
十
七
年
也 
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二
八
六 

１ 

樵
本
曰 

案
観
経
佛
告
阿
難
及
韋
提
希 

上
品
上
生
者 

若

有
衆
生 

願
生
彼
國
者 

發
三
種
心 

即
便
徃
生 

何
等 

為 

２ 
二
者 

至
誠 

二
者
深
心 

三
者
回
向
發
願
心 

具
三
心
者 

必
生
彼
國 
復
有
三
種
衆
生 

當
得
徃
生 

何
等
為
三 

一
者

【
「
誠
」
「
二
」
間
に
挿
入
符
、
右
傍
に
「
心
」
。
「
至
誠
心
」
に

す
べ
き
】 

３ 

慈
心
不
煞 

具
諸
戒
行 

二
者
讀
誦
大
乗
方
等
経
典 

三
者

修
行
六
念 

回
向
發
願
生
彼
國 

具
此
功
徳 

一
日 

４ 

乃
至
七
日 

即
得
徃
生 
々
々
彼
國 

５ 

樵
本
曰 

六
学
僧
傳
十
一 
晋
慧
遠
生
賈
氏
鴈
門
楼
煩
人
也 

龍
章
鳳
姿 

照
■
魚
鳥 

見
正
山 

愛
之
□
於
山
陰
【
■
某
字
見
せ

消
、
右
傍
に
「
映
」
。
「
照
映
魚
鳥
」
に
す
べ
き
】
【
□
「
广*

戸
」

（
廬
）
】 

６ 

以
杖
卓
地
曰 

有
泉
當
住 

泉
忽
湧 

囙
定
居
焉 

常
誦
経

泉
上 

有
龍
出
聴 

囙
号
龍
泉
寺 

謝
灵
運
恃 

７ 

才
氣
出
人
上 

見
遠
悠
然
意
消
遠 

卜
居
三
十
年 

影
不
出

山 

迹
不
入
俗 

毎
送
客
遊 

履
以
虎
溪
為
限
云
々 

８ 

樵
本
曰 

有
寄
人
二
首 

此
後
萹
云 

別
夣
依
々
到
謝
家 

小
廊
廽
合
曲
欄
斜 

多
情
只
有
春
庭
月 

猶
為
離
人
照
【
夣
（
夢
）
】

【
廽
（
廻
）
】 

９ 

落
花 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

1
0
 

雪
樵
本
曰 

大
道―

―

云
々
二
句
言 

大
道
之
体 

風
吹
不

入 

水
洒
不
着 

本
来
清
浄 

不
愛
一
塵 

所
以
道 

入
林
不
動

草 

入
水
不 

1
1
 

動
波 

然
則
豈
与
白
雲
有
心
期
哉 

慧
て
る
禅
師
云 

白
雲

児
灵
々
自
照 

青
山
父
卓
々
常
存 

并
案
則
可
也 

1
2
 

遠
公
云
々 

二
句
言 

人
道
本
如
此 

然
遠
公
深
入
念
佛
三

昧 

足
不
踏
紅
塵 

影
無
出
青
山 

以
礼
六
時 

可
咲
乎 

盖
指

山 

1
3
 

僧 

比
遠
公
也 

1
4
 

和
云 

黙
坐
痴
聾
十
載
餘 

他
生
悟
徹
此
生
期 

楊
枝
嚼
罷

岩
前
立 

看
到
雲
皈
月
上
時 

子
安 

 

二
八
七 

１ 

寄
人 

履
歴 

才
子
傳
無
傳 

遺
響 

侹
作
泌 

玉
萹 

泌 

歩
必
切 

又
音
秘 

遺
響
有
此
詩 

張
泌
寄
人
二
首
之
一
也 

其 

２ 

一
首
云 

別
夣
依
々
到
謝
家 

小
廊
回
合
曲
欄
斜 

多
情
只

有
春
庭
月 

猶
為
離
人
照
花 

雪
本
同
【
「
照
」
「
花
」
間
に
挿
入

符
あ
り
、
右
傍
に
「
落
」
。
「
照
落
花
」
に
す
べ
き
】 

３ 

酷
憐―

―

續
翆
云 

酷
憐

 
 

ム
ハ[

二]
―

―  
 

ヲ[

一]

為[

二]

多

情
 
 

ナ
ル
カ[

一]
 

言
ハ 

風
月
ノ 

面
白
キ 

テ
ハ
ナ
シ 

人
ヲ 

思
ホ
ト
ニ 
一
夜
不[

レ]

睡
ソ 

嘯
タ
ソ 

ヨ
ニ
ヨ
ウ 

忘
タ
レ

ハ 

春
ハ 
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４ 

陽
氣
カ 

發
生
ス
ル
ホ
ト
ニ 

夣
カ
ナ
ン
ソ
ニ 

双[

二]

連

理
枕[

一]
 

分
合
歓
被
ト
カ 

ミ
タ
ホ
ト
ニ 

又
カ 

思
カ 

生

シ
タ 

毎
句
已
忘
タ
レ
ハ 

夣
ニ 

見
テ 

思
イ 

５ 
出
シ
タ
ト 

作
ル
也 

春
夣
不
真
ホ
ト
ニ 

愈
倍
惆
悵
也 

惆
悵
痛
皃 
又
悲
哀
皃 

惆
悵
モ 

タ
ユ
ル
コ
ト
カ 

出
キ
タ
ソ 

唐
世
話
也 

６ 

渊
云 

独
居
時
ハ 

風
月
シ 

不
面
白 

与
人
約 

則
殊
更

面
白
也 

憐
ハ 

愛
也 
因
多
情
而
風
月
面
白 

去
年
今
時
分
相

別
ホ
ト
ニ 

思
出
シ
テ 

７ 

カ
ナ
シ
イ
ソ 

８ 

村
点 

酷
憐[

二]

風
月

 
 

ヲ[

一]

為[
二]

多
情

 
 

ノ[

一]
 

美
人
ニ 

ソ
ウ
テ
イ
ル 

時
コ
ソ 

多
情
に
テ 

風
月
ハ 

面
白
ケ
レ 

春

ニ
ナ
リ 

タ
レ
ハ 

ナ
ニ
ト 

ヤ
ラ
シ
テ 

ム
ス
ト 

別
离
ス
ル

ホ
ト
ニ 

恨
深
也 

９ 

平
時
風
月
之
時 

我
因
風
月
思
君 

君
亦
囙
風
月
思
我
者
也 

今
一
別
不
相
逢
云
々 

憐
者
憐
人
多
情
也 

尋
思
者 

尋
思
夣
中

所
見
之
亊
也 

1
0
 

補
云 

去
年
相
約
者 

為
喜 

今
春
相
別
者 

為
憂
也 

我

心
喜 

則
風
月
亦
如
喜 

我
心
憂 

則
風
月
亦
如
憂
也 

猶
言
我

多
情 

則 

1
1
 

風
月
亦
多
情
也 

倚
柱
憶
着
旧
遊 

則
如
春
夣
不
分
明
也 

1
2
 

村
講 

一
之
句
与
渊
意
同 

三
四
句
与
補
同
也 

言
ハ 

与

此
人
相
逢
タ
シ
叓
ヲ 

尋
思
ヘ
ハ 

夣
カ 

ウ
ツ
ヽ
欤 

1
3
 

村
又
云 

一
二
之
句
ハ 

思
君
多
情 

故
愛
風
月 

今
春
又

別 

其
恨
尤
深 

或
云 

尋
思
佳
人 

則
猶
惆
悵
也 

欲
夣
見
之 

則
夣
亦 

1
4
 

不
分
明
也 

酷
憐 

桃
云 

風
月

 
 

ヲ 

愛
ス
ル
ホ
ト
ニ 

風

月

 
 

ノ

為タ
メ
ニ 

多
情
カ 

生
ス
ル
ソ 

酷
憐
て[

レ]

風
月
為タ

メ
ニ_

多
情

ノ
点
也 

還
字 

雖
春
有
恨
之
義 

1
5
 

酷
憐

 
 

コ
ト
ハ[

二]

風
月

 
 

ヲ 
[

一]

風
月
為タ

メ
ニ 

[

二]

多
情

 
 

ノ[

一] 

村
義
言
ハ 

此
間
モ 

愛

 
 

シ
テ[

二]

風
月

 
 

ヲ[

一]
 

花
ノ
ト
云
モ 

ヲ
ノ
レ 

一
人
ニ 

多
情
ニ
シ
テ 

情
ノ 

切
ナ
ル
ニ 

因
テ
也 

ヲ
ノ
レ
ニ 

ソ
ウ
テ 

1
6
 

イ
ル
時
コ
ソ 

風
月
モ 

面
白
ケ
レ 

春
ニ 

成
レ
ハ 

何

ト
シ
タ
ル 

ヤ
ラ
ウ 

ム
ス
ト 

別
離
ス
ル
ホ
ト
ニ 

恨
旡[

二]

是
非[

一]

也 

サ
ル
ホ
ト
ニ 

餘
ノ 

悲
シ
サ
ノ 

ア
マ 

1
7
 

リ
ニ 

倚

 
 

テ[

レ]

柱 

物
思
イ 

ス
カ
タ
ニ
テ 

弥
悲
哀
ナ

ル
マ
テ
也 

此
ノ
ホ
ト
ノ 

會
合 

只
一
宵
ノ
春
□
カ 

ヤ
レ 

□
欤 
ウ
ツ
ヽ
欤 

ヤ
レ 

不
分
【
□
□
「
巳+

夕
」
（
夢
）
】 

1
8
 

明
也 
捴
シ
テ 

春
夣
ヲ
ハ 

淡
キ 

物
ニ
ス
ル
也 

朦
□
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ト 

ア
ル
物
也 

 

桃
云 

尋
思
シ
テ
ハ 

尋
求
伺
察
シ
テ 

ホ

リ
入
テ 

物
ヲ 

思
タ 

ナ
リ
ソ
【
「
朦
□
」
、
□
「
月*

竜
」（
朧
）
】 

1
9
 

カ
ウ
思
フ
ホ
ト
ニ 

倍
ス
／
＼ 

惆
悵
ス
ル
ソ 

人
ヲ 

思

ニ 
ツ
ケ
テ
ハ 

思
ツ
ヽ
ク
ル
ホ
ト
ニ 

イ
タ
ラ
ヌ 

処
モ 

ナ

ウ 

思
モ
ノ
ソ 

惆
悵
ハ 

痛
恨
ノ
皃
也 

サ
ラ
ハ 

2
0
 

セ
メ
テ 
夣
ニ 

ナ
リ
ト
モ 

見
テ 

逢
ハ
ヤ
ト 

思
ヘ
ハ 

チ
ヤ
ト 

夢
ミ
レ
ハ 

春
夜
ノ 

短
カ
キ
ニ 

一
場 

ソ
ツ
ト 

見
レ
ハ 

サ
タ
カ
ニ
モ 
ナ
イ
ソ 

夣
タ
ニ
モ 

2
1
 

サ
タ
カ
ニ
モ 

ナ
イ
ホ
ト
ニ 

倍
惆
悵
ス
ル
コ
ソ 

道
理
ヨ

ソ 

 

二
八
八 

１ 

雪
本 

酷
憐―

―

全
萹
言 

去
年
之
春
送
別 

故
今
年
之
春 

亦
風
月
使
我
生
別
恨 

何
其
多
情
思
哉 

分
明
欲
夢
其
人 

則
春 

２ 

夢
不
分
明 

故
倍
惆
悵
也 

槎
住 

盖
云
之 
天
英
亦
同
之 

３ 

雪
本
曰 

和
云 

春
風
秋
色
許
多
情 

月
淡
花
殘
愁
自
生 

誰
念
西
窓
題
句
客 

青
灯
耿
々
候
天
明 

子
安 

  

已
前
共
八
首 

桃
云 

第
一
二
句 

凡
に_

言
之 

不[

三]

直
に
指[

二]

其
亊[

一]
 

到 

[

二]

第
三
句[

一]
 

帰
し
て[

レ]

題
に
切
近
に
也 

直
に
指[

二]

其
叓 

[

一]
 

而
出
第
四
句
者
也 

或 

曰 

第
三
句
用[

二]

器
用
字[

一]
 

句
面
同
也 

或
云 

三
四
句 

有 

態
藝
字 

不
足
一
咲 

渊
云 

第
三
句 

思
出
于
千
里
【
藝
（
芸
）
】 

之
外 

而
言
人
之
不
意
之
亊
也 

第
四
句
不
待
第
三
句
之
喚 

而
述
其 

情
也 

或
云 

三
句
作
人
叓
者
也 

天
隠 

所
謂
景
物
中
有
人
者
也 

刘
禹
錫
憶
楽
天
詩 

尋
常
相
見
意
殷
勤 

別
後
相
思
夣
更
頻 

毎
遭
登 

臨
好
風
月 

羨
他
天 

性
少
情

人 

  <

表
１>

先
に
異
体
の
文
字
を
置
き
、
そ
の
後
の
（ 

）
の
内
に
通
行

体
を
入
れ
る
。 

醫
（
医
） 

囙
（
因
） 

韵
（
韻
） 

恱
（
悦
） 

烟
（
煙
） 

 

渊
（
淵
） 

徃
（
往
） 

蕐
（
華
） 

卧
（
臥
） 

會
（
会
） 

 

盖
（
蓋
） 

廽
（
廻
） 

畫
（
画
） 

閤
（
閣
） 

斈
（
学
） 

 

鴈
（
雁
） 

竒
（
奇
） 

氣
（
気
） 

亰
（
京
） 

况
（
況
） 

 

敎
（
教
） 

侭
（
儘
） 

藝
（
芸
） 

溪
（
渓
） 

减
（
減
） 

 

權
（
権
） 

鼔
（
鼓
） 

俟
（
侯
） 

號
（
号
） 

國
（
国
） 

 

昬
（
昏
） 

參
（
参
） 

殘
（
残
） 

尓
（
爾
） 

旹
（
時
） 

 

辭
（
辞
） 

實
（
実
） 

刕
（
州
） 

脩
（
修
） 

壽
（
寿
） 

 
從
（
従
） 

甞
（
嘗
） 

啇
（
商
） 

珎
（
珍
） 

冩
（
写
） 

 

翆
（
翠
） 

粹
（
粋
） 

垩
（
聖
） 

莭
（
節
） 

迁
（
遷
） 

 

舩
（
船
） 
蹤
（
踪
） 

巢
（
巣
） 

枽
（
桑
） 

樷
（
叢
） 
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藏
（
蔵
） 

續
（
続
） 

捴
（
総
） 

臺
（
台
） 

伹
（
但
） 

 

歎
（
嘆
） 

團
（
団
） 

遲
（
遅
） 

傳
（
伝
） 

轉
（
転
） 

 
覩
（
睹
） 

荅
（
答
） 

當
（
当
） 

黨
（
党
） 

獨
（
独
） 

 
讀
（
読
） 

慱
（
博
） 

發
（
発
） 

廢
（
廃
） 

范
（
範
） 

 

庿
（
廟
） 
鬂
（
鬢
） 

冨
（
富
） 

俛
（
俯
） 

并
（
並
） 

 

萹
（
篇
） 
峯
（
峰
） 

皃
（
貌
） 

滿
（
満
） 

旡
（
無
） 
 

夣
（
夢
） 

餘
（
余
） 

欤
（
歟
） 

枼
（
葉
） 

來
（
来
） 

 

离
（
離
） 

刘
（
劉
） 

栁
（
柳
） 

凉
（
涼
） 

两
（
両
） 

 

灵
（
霊
） 

楼
（
樓
） 
廿
（
二
十
） 

冝
・
宐
（
宜
） 

亊
・
叓
（
事
） 

從
（
縦
）
橫 

近
比
（
頃
） 

 

<

表
２>

行
末
の
【 

】
中
に
お
い
て
、
「
米*

凵
」
（
幽
）
や
「
「
旡

+

舛
」
（
舞
）
の
よ
う
に
記
す
異
体
の
文
字
の
、
そ
の
通
行
体
す
な

わ
ち
（ 

）
内
の
文
字
「
幽
」
や
「
舞
」
を
一
覧
し
た
。 

*

印
の
類
：
椏 

解 

還 

譏 

戯 

時 
執 

駄 

對 

聞 

辺 

嶼 

朧 

幽 

廬 

臚 

+

印
の
類
：
愛 

雲 

恩 

画 

挙 

携 

尓 

受 
食 

職 
 

声 

寵 

定 

桃 

等 

番 

舞 

夢 

雖 

*

印
と+

印
の
組
み
合
わ
せ
た
類
：
講 

綌 

<

表
３>

表
２
の
よ
う
に
工
夫
し
て
も
再
現
で
き
な
か
っ
た
異
体
の

文
字
の
、
そ
の
通
行
体
を
一
覧
し
た
。
た
だ
、
操
作
困
難
な
た
め
、

少
数
ユ
ニ
コ
ー
ド
に
は
文
字
が
な
い
も
の
も
割
愛
し
た
。 

韻 

縈 

隠 

穏 

焉 

回 

槐 

懐 

害 

隔 

巻 

閑 

還 

機 

就 

挙 

興 

形 

経 

構 

講 

再 

此 

施 

実 

者 

醜 

初 

床 

召 

将 

承 

賞 

寝 

図 

衰 

雖 

聖 

説 

楚 

疏 

第 

段 

竹 

土 

置 

對 

廷 

彤 

晩 

微 

暮 

翻 

免 

用 

覧 

流 

留 

龍 

旅 

麗 

聯 

路 

 <

付
記>

本
稿
は2

0
1
6

年
度
中
華
人
民
共
和
国
国
家
社
会
科
学
基
金

項
目
資
助
（
日
本
内
閣
文
庫
蔵
室
町
時
代
抄
物
写
本
『
三
体
紙
幻
雲

抄
』
与
唐
宋
詩
的
輯
佚
、
校
勘
研
究/

項
目
号1

6
B
Z
W
0
6
2

）
を
得
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
と
す
る
。
特
記
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。 

  

（
リ
ュ
ウ
・
レ
イ
／
北
京
師
範
大
学
外
国
語
言
文
学
学
院 

教
授
） 

（
二
〇
二
一
年
九
月
十
七
日
受
理
） 

 




